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建設経済委員会（分科会） 次第 
 

 

日時：2023 年９月 19 日(火) 9:30～ 

場所：第３委員会室 
 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

 

３ 協議事項 

 ⑴ 付託・分担案件の審査について（別紙：付託分類表・審査日程表） 

 

 

 

 

 ⑵ 意見・要望のまとめについて 

  ア 分科会意見・要望のまとめ 

   

イ 委員会意見・要望のまとめ 

 

 

 

 

 ⑶ その他 

 

 

 

 

 

 

４ 閉  会 



令和５年第４回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

 

【建設経済委員会】 

  報告第11号  専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第11号  令和５年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号） 

  第79号議案  市道路線の変更について 

  第80号議案  豊岡市立城崎文芸館の指定管理者の変更について 

  第81号議案  豊岡市立城崎麦わら細工伝承館の指定管理者の変更について 

  第82号議案  令和４年度豊岡市水道事業剰余金の処分について 

  第83号議案  令和４年度豊岡市下水道事業剰余金の処分について 

  第89号議案  豊岡市漁港管理条例の一部を改正する条例制定について 

  第90号議案  豊岡市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例制定について 

  第100号議案 令和５年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号） 

  第101号議案 令和５年度豊岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

  第110号議案 令和４年度豊岡市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

  第111号議案 令和４年度豊岡市水道事業会計決算の認定について 

  第112号議案 令和４年度豊岡市下水道事業会計決算の認定について 

 

 

【建設経済分科会】 

  報告第11号  専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第10号  令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第４号） 

  第93号議案  令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第５号） 

  第102号議案 令和４年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

  

 

 

《参考》報告案件議案所管分 

【建設経済委員会】 

  報告第14号  放棄した債権の報告について（水道事業会計） 
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 令和５年９月定例会 

建設経済委員会・（分科会） 審査日程表 

                    ※所管部等名の（   ）は説明者想定 

審 査 日 程 所 管 部 等 名 審  査  区  分 予想時間 

９月19日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【農業委員会】 

（安藤局長） 

分 第 102 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

＜説明・質疑＞ 

9:30～ 

  9:45 

【観光政策部】 

観光政策課 

（宮垣課長） 

分 第 102 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

9;30～ 

 10:00 

 

【各振興局】 

地域振興課 

 （城崎：橋本参事） 

 （竹野：小林参事） 

 （日高：吉田参事） 

 （出石：川﨑参事） 

 （但東：小川参事） 

城崎温泉課 

 （山田課長） 

分 第 102 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

9:30～ 

  12:00 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

（浪華課長） 

環境経済課 

（冨岡課長） 

コウノトリ共生課 

（成田課長） 

※コウノトリ共生課は 

 第 102 号議案及び第

110 号議案の説明 

分 第 102 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

 

○第 110 号議案 太陽光発電事業特別会計歳入

歳出決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・実質収支調書 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

13:00～ 

  14:00 

【都市整備部】 

建設課 

（冨森課長） 

都市整備課 

（久田課長） 

建築住宅課 

（小川課長） 

地籍調査課 

（依田課長） 

分 第 102 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

＜説明・質疑＞ 

 

 

14:10～ 

  15:30 
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審 査 日 程 所 管 部 等 名 審  査  区  分 予想時間 

 【上下水道部】 

水道課 

（谷垣課長） 

下水道課 

（榎本課長） 

 

 

分 第 102 号議案 一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

＜説明・質疑＞ 

 

○第111号議案 水道事業会計決算認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第112号議案 下水道事業会計決算認定 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

15:40～ 

16:50 

 建設経済委員 分 第 102 号議案に対する討論・表決 

 

≪委員会・分科会意見・要望まとめ≫ 

分科会 

分 第 102 号議案 一般会計決算認定 

 

委員会 

○第110号議案   太陽光発電事業特別会計歳 

入歳出決算認定 

○第 111 号議案 水道事業会計決算認定 

○第 112 号議案 下水道事業会計決算認定 

 

16:50～ 

※ 午前中の部署は全部署 9：30 までに入室いただき、農業委員会、観光政策部、各振興局の順に 

説明・質疑を行い、終了した部署から退席していただく予定です。 

午後は部単位で入室いただき、説明・質疑を行い、説明・質疑が終了した部は退席いただきます。 

 

分＝予算決算委員会 建設経済分科会分担議案、○＝建設経済委員会 付託議案 

※ 19 日中に決算認定の討論、表決を行い委員会要望意見の取りまとめを行います。 
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審 査 日 程 所 管 部 等 名 審   査   区   分 

９月20日（水） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課※ 

（浪華課長） 

環境経済課 

（冨岡課長） 

 コウノトリ共生課※ 

 （成田課長） 

 

【都市整備部】 

 建設課※ 

（村田参事、冨森課長） 

都市整備課 

（久田課長）  

建築住宅課 

（小川課長） 

 

【城崎振興局】 

地域振興課※ 

 （橋本参事） 

【竹野振興局】 

地域振興課 

 （小林参事） 

 

【上下水道部】 

水道課※、下水道課※ 

（谷垣課長）（榎本課長） 

 

【農業委員会事務局】 

 （安藤事務局長） 

※＝９：30～（それ以外は10：15頃~～） 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

 報告第 11 号 

分 専決第 10 号 令和５年度豊岡市一般会計

補正予算（第４号）   

〇専決第 11 号  令和５年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計補正予算

（第１号） 

○第 79 号議案 市道路線の変更について 

○第 80号議案 豊岡市立城崎文芸館の指定管

理者の変更について 

○第 81号議案 豊岡市立城崎麦わら細工伝承

館の指定管理者の変更につ

いて 

○第 82号議案 令和４年度豊岡市水道事業剰

余金の処分について 

○第 83号議案 令和４年度豊岡市下水道事業

剰余金の処分について 

○第 89号議案  豊岡市漁港管理条例の一部を

改正する条例制定について 

○第 90号議案  豊岡市空家等対策協議会条例

の一部を改正する条例制定

について 

分 第 93 号議案 令和５年度豊岡市一般会計 

補正予算（第５号） 

○第 100号議案  令和５年度豊岡市太陽光発

電事業特別会計補正予算

（第２号） 

○第 101 号議案 令和５年度豊岡市水道事業

会計補正予算（第１号）   

建設経済委員 《委員会審査意見、要望のまとめ》 

分科会 

分 報告第11号 専決第 10 号 

分 第 93 号議案 

委員会 

〇報告第 11 号 専決第 11 号 

○第 79・80・81・82・83 号議案、 

○第 89・90 号議案、 

○第 100・101 号議案 

※報告第 11 号専決 10～11 号、第 79～83 号議案に関係する課は 9：30、それ以外の課は 10：15 分頃

を目途にお越しください。第 93 号議案審査が終了した後、コウノトリ共生課、水道課以外は全員退

席していただく予定です。 



＝9/19建設経済委員会出席不要

【委　　員】

職　　名

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

8名

【当　　局】

職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名

観光政策課長 宮垣　均

コウノトリ共生部長 坂本　成彦 農林水産課長 浪華　誠 農林水産課参事 村田　一紀

農林水産課参事 山本　隆之

農林水産課参事 福井　孝道

環境経済課長 冨岡　隆

コウノトリ共生課長 成田　和博

都市整備部長 澤田　秀夫 建設課長 冨森　靖彦 建設課参事 堀田　政司

建設課参事 北村　省二

建設課参事 村田　光弘

都市整備課長 久田　　渉 都市整備課参事 堂垣　俊裕

建築住宅課長 小川　琢郎 建築住宅課参事 吉岡　和彦

建築住宅課参事 岡田　忠昭

地籍調査課長 依田　隆司 地籍調査課参事 上阪　善晴

城崎振興局長 植田　教夫 地域振興課参事 橋本　郁夫 城崎温泉課長 山田　和彦

竹野振興局長 石田　敦史 地域振興課参事 小林　昌弘

日高振興局長 柳沢　和男 地域振興課参事 吉田　政明 地域振興課参事 上野　和則

出石振興局長 宮﨑　雅巳 地域振興課参事 川崎  　隆

但東振興局長 大岸　和義 地域振興課参事 小川　一昭

上下水道部長 川端　啓介 水道課長 谷垣　康広 水道課参事 大谷　賢司

下水道課長 榎本　啓一

農業委員会事務局 農業委員会事務局長 安藤　洋一

35名

【議会事務局】

職　　　名 氏　名

総務係長 伊藤八千代

1名

計 44名

浅　田　　　徹

氏　　　名

田　中　藤一郎

芹　澤　正　志

前　野　文　孝

松　井　正　志

太　田　智　博

須　山　泰　一

前　田　敦　司

建設経済委員会名簿（9/19）
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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（田中藤一郎） ただいまから建設経済委員

会を開会したいと思います。 

 おはようございます。９月に入りまして、まだま

だ本当に全国的に暑さが衰えることなく、昨日も東

北等々では３５度超えの天気であったり、近所でい

うと、福知山なんかも結構暑かったりというふうな

ところで、若干朝夕は過ごしやすくはなったものの、

まだまだ暑さがあるというふうに聞いております。 

 我々のところでいいますと、やっぱり季節感がし

っかりあるほうが、ある意味、観光でいいますと、

そういったところもしっかりと皆さんがそういっ

た形で多く施設もあって、みんなで行かれたり、ま

た、小売のほうもやっぱり季節感によって、服だっ

たり食料だったり、いろんな意味合いで皆さんが活

動もしやすくなっていくんですけども、ちょっとあ

まりにも天気の都合が変わってきてるというのは、

それがちょっと怖いかなというふうに思っていま

す。 

 足元の豊岡におきましては、かばん産業、非常に

コロナ明け後、結構いろんな方に聞きますと、好成

績だと。ただ、その反面、やはりコロナの影響で厳

しい状況に置かれているところもあるというふう

なところがあるんで、やっぱり同じくしっかりと委

員会としても見ながら、豊岡市の中でバックアップ

をして、よりいい豊岡にしていきたいなというふう

に思いますので、今日も暑いですけれども、一日よ

ろしくお願いをします。 

 それでは、協議事項のほうに移りたいと思います。 

 一般会計に関する予算及び決算関係議案につき

ましては、予算決算委員会に付託された当委員会は

建設経済分科会として、担当部分の審査を分担する

ことになっております。したがいまして、議事の進

行は委員会と分科会を適時切り替えて行いますの

で、ご協力をよろしくお願いをいたします。 

 これより、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 審査につきましては、お手元に配付しております

審査日程表のとおり、議案審査の順序を入れ替え、

本日は令和４年度各会計歳入歳出決算の認定を中

心に説明、質疑、討論、表決及び委員会意見、要望

の取りまとめまで行いたいと思います。あした、２

０日には、その他の議案の説明、質疑、討論及び表

決を行った後、委員会意見、要望の取りまとめを行

いたいと思いますので、よろしくお願いをします。

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 なお、当委員会の説明は、基本的に部単位の組織

順としていますが、スムーズに進行したいので、審

査日程のとおり午前の行程を一部変更しておりま

す。 

 午前中は、まず、農業委員会の説明、質疑を行い、

農業委員会の退席後、次に、観光政策課の説明、質

疑を行い、観光政策課の退席後、各振興局、城崎温

泉課の説明、質疑を行います。午後は、コウノトリ

共生部、都市整備部、上下水道部の順に、部ごとに

説明及び質疑を行いたいと思います。 

 今回の各会計決算認定の説明は、新規事業、前年

度から多く変更のあった事業及び主要事業等を主

として説明いただくよう、当局に依頼しております

ので、ご了承願います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁に当た

りましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔明瞭に

行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力をお

願いいたします。 

 また、委員会中の発言につきましては、必ず委員

長の指名を受けてから、マイクを使用して発言して

いただきますよう、改めてご注意をお願いをいたし

ます。 

 これで委員会を暫時休憩します。 

午前９時３０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３０分 分科会開会 

○分科会長（田中藤一郎） ただいまから建設経済分

科会を開会します。 

 それでは、第１０２号議案、令和４年度豊岡市一
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般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 

 第１０２号議案中、当分科会に審査を分担されま

したのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書等についてであ

ります。説明は所管に係る歳出、歳入、最後に、財

産調書の調査の順でお願いします。なお、必要に応

じて、資料のページ番号をお知らせください。 

 それでは、まず、農業委員会から説明をお願いし

ます。 

 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 第１０２号議

案、令和４年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定

について、農業委員会所管分について説明いたしま

す。 

 最初に、歳出から説明いたします。決算書の２５

７、２５８、２５９ページが歳出の該当ページでご

ざいます。 

 ２５７ページの最下段でございます。農業委員会

費、人件費、委員報酬です。 

 ２５９ページをご覧ください。農業委員１８名、

農地利用最適化推進委員２５名に月額報酬をお支

払いしたものでございます。 

 次に、１９行目の農業委員会費でございます。こ

れについては、事務局の運営費に当たります。新規

事業等はなく、前年度に比べて、各科目ごとに増減

はございますが、全体では、１，５９３円の減額と

なり、ほぼ同額の予算執行をしております。 

 その下の農業者年金事務費でございます。農業者

年金の推進に係る事務経費でございます。前年度と

比べ、８万９，７５０円の増額となっておりますが、

これについては、令和３年度までについては通信運

搬費については、農業委員会費で支出しておりまし

たが、令和４年度については、農業者年金事務費に

おいても予算化し、支出したものでございます。 

 以上が歳出の説明に当たります。 

 次に、歳入について説明いたします。３６、３７

ページをご覧ください。備考欄一番上の農業証明手

数料のうち、４万８，３００円が農業委員会に係る

ものでございます。前年度と比べ５，７００円の減

額となり、これについては耕作証明、非農地証明等

の交付に係る証明手数料に当たります。 

 ５０ページ、５１ページをご覧ください。一番下

の枠の３行目に当たります。農業委員会交付金でご

ざいます。前年度と比べ２２万７，０００円の増額

となっております。この歳入については、職員の人

件費に充当しております。 

 ２行下の機構集積支援事業費補助金でございま

す。前年度と比べ６万円の増額となっております。

本委員会で運用しております農家台帳システムの

運用等に従事する会計年度任用職員の報酬に充当

しております。 

 次に、９行下の農地利用最適化交付金について説

明いたします。これについても、前年度と比べ２７

万６，０００円の増額となっております。これは、

農地利用最適化推進委員の報酬に充当しておりま

す。 

 その下の国有農地等管理処分事業事務取扱交付

金について説明いたします。前年度と比べ２，００

０円の増額であります。国有農地の管理業務に対し

て交付を受けております。特に国有農地については、

竹野地域に主に所在します国有農地の使用料の徴

収事務を行うことに対して交付を受けております。 

 次に、７０、７１ページをご覧ください。雑入で

す。備考欄一番下の枠です。広告料です。農業委員

会だより掲載分でございます。前年度と同額ですが、

６件掲載した結果でございます。 

 ７３ページをご覧ください。１０行目の農業普及

活動事務費でございます。前年度と比べ７，０８０

円の増額ですが、これは全国農業新聞取扱事務費等

として歳入しております。 

 その１０行下の農業者年金事務でございます。農

業者年金基金からの受託業務に係る委託金でござ

います。前年度と比べ１万７，９００円減額してお

ります。 

 農業委員会事務局からの説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 なお、第１０２号議案、令和４年度豊岡市一般会

計歳入歳出決算の認定については、討論、表決につ

きましては、各担当課の説明、質疑が全て終局した

後、すなわち、本日午後の上下水道部の説明、質疑

が終了した後、行いますので、ご了承願います。 

 それでは、安藤局長につきましては、退席してい

ただいて結構でございます。ありがとうございます。 

 続きまして、第１０２号議案について、観光政策

課の説明をお願いいたします。 

 説明は所管に係る歳入、歳出、最後に、財産調書

の順でお願いします。質疑は、全体の説明が終わっ

た後に一括して行います。 

 それでは、観光政策課、説明願います。 

 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） よろしくお願いしま

す。 

 第１０２号議案、一般会計決算認定について説明

させていただきます。 

 観光政策課の所管につきましては、決算書の中で

記載のある大交流課部分となっております。４月の

機構改革に伴いまして、所管が変わっている部分も

ありますので、説明については、現所管部分を説明

させていただきます。よろしくお願いします。 

 それでは、歳出から説明させていただきます。 

 まず、１５７ページをご覧ください。真ん中辺り、

専門職大学連携推進事業費です。芸術文化観光専門

職大学との連携を進めていくため、地域連携事業と

して、高校でコミュニケーションワークショップを

行う高大連携事業実施業務や中学生が専門職大学

の模擬授業を受けたり、それから大学生と交流した

りし、知的好奇心を高めるとともに、郷土愛を醸成

するジュニアプレカレッジ事業実施業務など、４つ

の事業を委託しております。 

 次に、その下、観光事業費です。業務委託料の中、

マーケティング調査業務は、豊岡観光イノベーショ

ンに来訪者アンケートを委託している業務です。ま

た、ドコモ・インサイトマーケティングに携帯電話

の位置情報を活用した来訪者データの調査分析を

委託しております。補助金の項目の中で、豊岡市ワ

ーケーション推進事業費は、市内の旅館、飲食店な

どにワーケーションスペースを設置するための補

助金です。上限１００万円の補助率２分の１で、昨

年度は１０件、４９５万２，０００円を支出してお

ります。 

 次に、その下、観光まちづくり推進事業費です。

昨年度、大交流課で４名の企業派遣を受けておりま

す。 

 次に、１５９ページをご覧ください。一番上、海

外戦略推進事業費です。後で説明いたしますが、昨

年度は臨時交付金を使い、インバウンドのプロモー

ションを実施しましたが、当初予算ではコロナ禍で

インバウンドの回復が見通せないこともありまし

て、２０２１年度と同様に予算規模を減額して、Ｖ

isit ｋinosakiや海外の観光レップを通じた広報、

情報発信などを中心に、豊岡への興味、関心をつな

げることに注力して事業を行っておりました。海外

の観光レップ事業につきましては、オーストラリア、

アメリカ、フランス、台湾で行っております。 

 次に、その下、真ん中辺り、情報戦略推進事業費

です。豊岡ファンミーティングを豊岡演劇祭２０２

２の開催に合わせて、９月１９日、２０日に初めて

開催いたしました。市外からの参加者は、残念なが

ら台風の影響で１７名となってしまいましたが、市

民の参加も含め９５名の参加者で開催いたしてお

ります。レセプション業務の委託料などを支出して

おります。 

 次に、１６１ページをご覧ください。豊岡演劇祭

協同開催事業費です。豊岡演劇祭２０２２は、新型

コロナウイルス感染症対策を実施した上ですが、初

めて席数に制限を設けずに開催しました。会期中、

台風の影響により一部の講演を中止しましたが、１

万８，２５０人という来場者を集め開催できました。

負担金として５，４００万円を支出しております。 

 次に、その下、演劇のまちづくり推進事業費です。

２０２２年度から企業版ふるさと納税推進業務と

して、これまでの株式会社リバーに加えて、新たに
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豊岡アートアクションに成果報酬型の寄附金支援

業務をお願いしております。合わせて１２件、１，

４５０万円の寄附をいただきました。 

 続きまして、１６５ページです。一番下、文化観

光推進事業費です。２０２１年から２０２５年まで

の期間で、文化観光の推進に関する豊岡市地域計画

を策定しまして、国の文化芸術振興費補助金を受け、

実施しております。深さをもった演劇のまちづくり

に関するプロモーションの一環として、啓発冊子の

作成や文化観光資源の一つである玄武洞公園のホ

ームページなどを作成しています。また、その事業

委託費のほうで、美しい村を舞台とした演劇公演事

業というものは、但東さいさいの公演事業に関する

ものです。 

 その下のパフォーマンス公演事業は、市内各地域

で計１７回の公演を行いました大道芸パフォーマ

ンスの事業となります。 

 次に、１６７ページをご覧ください。一番上、地

域おこし協力隊推進事業費です。業務委託料のうち、

１１名分の４，５３０万４，０００円ほどが大交流

課分となります。 

 次に、少し飛びますが、２９３ページをご覧くだ

さい。一番下、観光事業費です。 

 １枚めくっていただいて、２９５ページをご覧く

ださい。上のほう、業務委託料の中、上から２つ目

ですが、観光データ基盤構築活用業務は、豊岡観光

ＤＸ地域アプリ開発運用業務として、国のデジタル

田園都市国家構想推進交付金を受けた２，０００万

円の業務と、それから、観光庁から委託を受けまし

た豊岡観光ＤＸシステム構築業務、３，０００万円

の２つであります。いずれも、豊岡観光イノベーシ

ョンに委託しております。 

 また、その下ですが、玄武洞公園夜間特別公演業

務や事業委託料の中の玄武洞公園ライトアップ事

業などは、昨年８月にリニューアルオープンしまし

た玄武洞公園のＰＲと誘客、それから、舞台として

の新たな可能性をＰＲするために夜間のライトア

ップと、それから、玄武洞前での音楽やダンス等の

公演を行ったものです。新型コロナウイルス感染症

対策事業の臨時交付金で実施しております。 

 その下のほうですが、各観光協会への補助金は例

年どおりの支出を行っております。 

 また、その下、一番下ですが、観光の反転攻勢の

取組として、臨時交付金を使いまして各観光協会が

行う誘客イベントなどへの補助として、反転攻勢支

援事業を行っております。上限額３００万円の３分

の２の補助事業です。 

 次に、２９７ページをご覧ください。真ん中辺り、

海外戦略推進事業費です。インバウンドにつきまし

ては、政府が昨年６月１０日に条件付ながら、外国

人の受入れが再開されました。それに伴いまして、

いち早くウエルカムキャンペーンを実施しており

ます。また、その後の１０月１１日から訪日個人旅

行が解禁されましたので、誘客キャンペーンも実施

し、インバウンドの回復につなげております。新型

コロナウイルス感染症対策事業の臨時交付金を使

い実施しております。 

 次に、２９９ページをご覧ください。玄武洞公園

管理費です。維持管理委託料につきましては、有料

化前の４月１日から７月３１日までの間の玄武洞

や休憩棟の管理運営に関する委託料となっており

ます。 

 また、その下のほうですが、運営委託料の中、指

定管理料ですが、有料化後の８月１日から翌年の３

月３１日までの指定管理に関する委託料です。どち

らも全但バス・神姫バス共同事業体へ委託しており

ます。 

 続きまして、３０７ページをご覧ください。上の

ほうですが、玄武洞公園整備事業費の繰越明許分で

す。整備工事とともに発券所や休憩所の建築工事の

施工監理の委託料や、園内のサインのデザイン業務、

それから、事業用備品に関しましては、除雪機や草

刈り機などを購入しております。 

 続きまして、歳入を説明させていただきます。 

 まずは、３３ページをご覧ください。一番上の枠

内、一番下に玄武洞公園観覧料とあります。昨年８

月１日の有料化により、３，３６５万８０円を収入

しております。 
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 次に、３９ページをご覧ください。上から４つ目

の枠の中、文化芸術振興費補助金です。文化観光推

進事業で行った但東さいさいなどの事業に対する

国からの補助金です。３分の２の補助率です。 

 また、その２つ下、デジタル田園都市国家構想推

進交付金です。このうち１，０００万円は、先ほど

説明いたしました、豊岡観光ＤＸ地域アプリ開発運

用業務に充てております。 

 次に、４５ページをご覧ください。上から４つ目

の枠、地方創生推進交付金です。大交流課分は、こ

のうち７件、５，１５４万１，０００円になります。 

 その下、地方創生臨時交付金ですが、このうち７，

５６０万円を観光需要回復のためのキャンペーン

や市内観光協会の反転攻勢支援のほか、６件の事業

に充当しております。 

 続きまして、少し飛びまして、６３ページをご覧

ください。一般寄附金、上から４つ目の枠、一般寄

附金ですが、このうちの４，０００万円を神鍋エリ

アの活性化を目的として寄附いただいております。 

 その下、企業版ふるさと応援寄附金です。先ほど

も説明しましたとおり、１２件、１，４５０万円を

頂いております。 

 次に、６７ページをご覧ください。上から３つ目、

地域振興基金繰入金です。このうち８件、計５，３

４９万４，０００円が大交流課分となります。 

 その下のほうにありますが、前年度繰越金（繰越

明許分）は、玄武洞公園整備事業費の大交流課分と

なります。 

 次に、７３ページをご覧ください。雑入の中で、

真ん中から少し下のほうに観光ＤＸ推進緊急対策

実証事業とありますが、観光庁からの委託を受けた

豊岡観光ＤＸシステム構築業務に関わる委託料収

入となります。 

 それから、すみません、次に、８３ページをご覧

ください。上のほうに清算金とございます。ＶＩＳ

ＩＴ ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＫＡＮＳＡＩ清算金は、

国のＶｉｓｉｔ Ｊａｐａｎと連携しまして、イン

バウンド誘客を目的とした組織を兵庫県や京都府、

それから、全但バスさんやＪＲ西日本さんと実行委

員会をつくり、シンガポール市場をターゲットとし

てプロモーション等を行ってきましたが、コロナ禍

で事業自体が実施できないことなどから、昨年度末

をもって実行委員会を解散することとなったため、

その清算金として７２万４，４００円を収入したも

のです。 

 それから、８５ページの真ん中辺りですが、観光

施設整備事業債（繰越明許分）は、玄武洞公園整備

工事に関するものです。 

 最後に、８９ページですが、一番下、過疎対策事

業債２，６００万円が観光協会補助金に充てられて

おります。 

 その他の歳入歳出につきましては、例年どおりで

すので、ご清覧ください。 

 財産調書については、大きな変更はございません。 

 説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 説明ありがとうございます。 

 １点、確認できる範囲でなんですけど、寄附金で

４，０００万円が神鍋高原地域の活動にっていうの

があったと思うんですけど、これは個人の方ですか、

団体の方ですか、企業の方ですか。 

○観光政策課長（宮垣  均） 企業です。 

○委員（前田 敦司） 企業の方で。分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） 企業の方ということ

です。 

○分科会長（田中藤一郎） 前田委員、どうぞ。 

○委員（前田 敦司） ありがとうございます。 

 今後、その使い道というのはどういう決め方で決

めていくとかっていうのは、何か、現時点で分かる

範囲があれば教えてください。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） 現時点では、こうい

う使い方ということは、まだ財政のほうともちゃん

と話をしていませんので、現時点では、ちょっとど

ういうふうに使うかっていうことは明確には決め
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ておりません。 

○分科会長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 寄附元の方の意向としては、

神鍋高原地域のっていうのをわざわざ言っておら

れるということだと思うので、そうなってくると、

基本はそこに限られてくるものになるんでしょう

か。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） そういうものになる

と考えております。 

○分科会長（田中藤一郎） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） よろしくお願いします。 

 確認ですけど、１つ目は、地域おこし協力隊が１

１人分で４，５００万円って言われたと思うんです

けど、数字はたしか二千何百万円になってたように

思ったんですけど、そこはどうでしょうか。 

 それから、企業版ふるさと納税が１２件って言わ

れましたけど、これは前の年からしたら増えてるん

でしょうか。どういう要望で企業は納税されてるか、

分かればお聞きします。 

 それから、地方創生臨時交付金が１３億ってあっ

たけど、これはふだんこんなにないですよね。コロ

ナのあれですかね。取りあえず以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 宮垣課長。 

○観光政策課長（宮垣  均） １つ目のご質問です

が、地域おこし協力隊、２，０００万円というのは

どこの数字かというのがちょっと。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） この表で、そのとき見た４，

５００万円ではなかったんですけど、数字が。何ペ

ージだったか覚えてないです。何ページですか。何

ページだっけ、覚えてない。 

○観光政策課長（宮垣  均） １６７ページだと思

います。 

○委員（須山 泰一） １６７。一桁違うか。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員、ちょっと確認

していただいて、次の、もう一つのほうを先に答え

ていただけますか。 

○観光政策課長（宮垣  均） 分かりました。 

 ２つ目のご質問の寄附についてですが、一昨年度

は６２０万円の寄附をいただいておりました。昨年

度は１，４５０万円ということなので、かなり増え

ているということになっておりますし、それぞれが

深さをもった演劇のまちづくりに関しての寄附を、

目的としていただいております。 

 最後のコロナの交付金の部分は、これはうちの事

業だけではないので、ちょっと分からないですが、

臨時交付金の部分は多分、昨年度の臨時交付金とし

て頂いてる分で全額が出ていると思われます。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員、まず、３つ目

の交付金の件につきましては、ちょっと全体過ぎち

ゃって、課では答えることができないということで

よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はいはい。 

 １つ目の地域おこし協力隊も、僕、桁を間違えて

まして、全体で２億という、２億１，５３３万円と

いう数字が出てて、このうちの四千何百万円がって

いうことですよね。今の大交流課の解りました。 

○分科会長（田中藤一郎） 理解されましたでしょう

か。 

○委員（須山 泰一） はい。ありがとうございます。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございますか。 

 それでは、終わりたいと思います。 

 それでは、宮垣課長につきましては、退席してい

ただいて結構でございます。ありがとうございます。 

 続きまして、第１０２号議案について、各振興局、

城崎温泉課の説明をお願いいたします。 

 説明は所管に係る歳出、歳入、最後に、財産調書

の順でお願いします。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に、一括して行

います。 

 それでは、城崎振興局、城崎温泉課、竹野振興局、

日高振興局、出石振興局、但東振興局の順で説明を

願います。 
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 また、ちょっと時間が一遍過ぎるんで、途中でも

しかしたら休憩入れるかもしれませんので、ご了承

願います。 

 それでは、よろしくお願いします。 

 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） よろし

くお願いいたします。 

 私からは城崎地域振興課分につきまして、歳出か

らご説明申し上げます。 

 決算書１２９ページをご覧ください。備考欄、一

番下の城崎振興局プロジェクト事業費になります

が、内容につきましては、２ページ先の１３１ペー

ジをお願いします。 

 一番上の枠、５行目、業務委託料の街路樹整備業

務、この分は大谿川沿いの柳、桜並木が老木化によ

り樹勢が衰退し、倒木、落枝等の危険性があるため、

剪定、植え替え等を実施したものになります。 

 その下の若者会議企画運営業務、これは若者会議

の運営ファシリテートをお願いしたものになりま

す。 

 その下、事業委託料、麦わら細工振興事業は、伝

統工芸の継承として市内の小学校で児童へ向けた

麦わら細工の製作体験等を行い、城崎の伝統工芸に

触れていただいたものになります。 

 その下、補修工事費、太鼓橋等は城崎温泉の景観

を形成する重要な要素である大谿川に架かる太鼓

橋とパラペットが、設置からの経年劣化が見られる

ため、風情に配慮しながら表面の美装化工事を計画

的に実施し、昨年度にパラペットの残りを実施した

ものです。本事業は、昨年度をもって改修計画を終

了しております。 

 次に、１６７ページをご覧ください。一番上の枠、

地域おこし協力隊推進事業費の中に、城崎振興局の

４名分、１，６３２万７，５５５円が含まれており

ます。 

 次に、２８７ページをご覧ください。下の枠、３

行目、商工振興事業費で、下に下がっていただきま

して、中段にあります補修工事費、外壁は、麦わら

細工伝承館において、春の強風により外壁の一面が

剥がれ落ち、その修繕を行ったものになります。 

 次に、３１９ページをご覧ください。一番下の枠、

５行目にあります雪害対策事業費ですが、説明は２

ページ次の３２１ページでご説明いたします。 

 上の枠、５行目、設置工事費、こちらは城崎町楽々

浦地区での消雪設備の水源対策工事で、令和３年度

から２か年計画で整備をしたもので、昨年度は制御

盤の設置を行いました。 

 次に、３３３ページをご覧ください。下の枠、一

番下の城崎駐車場管理費、こちらは市営城崎温泉駅

前駐車場に設置された電装ボックスの腐食が進行

したため取替えを行ったもので、指定管理者とのリ

スク分担規定による市の負担分となります。全体で

は１５５万１，０００円、修繕費がかかっておりま

す。 

 歳出は以上となります。 

 次に、歳入の説明を申し上げます。 

 初めに、７９ページをご覧ください。上から１０

行目、市有物件配分金及び共済金の中に、先ほどご

説明の麦わら細工伝承館の外壁修繕分３１万３，５

００円が含まれております。 

 次に、８３ページをご覧ください。下から３つ目

の枠、中央辺りの地域振興事業債、太鼓橋等は、先

ほど説明いたしました太鼓橋、パラペットの美装化

工事に係るものになります。 

 次に、８７ページをご覧ください。一番上の枠、

最下段、消雪装置整備事業債の中には、先ほど説明

しました城崎町楽々浦地区での消雪設備の水源対

策工事分、１８０万円が含まれております。 

 城崎振興局からは以上となります。 

○分科会長（田中藤一郎） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） よろしくお願いいた

します。 

 ２８７ページをご覧ください。私からご説明させ

ていただきますのは、２８７ページ、備考欄の一番

上の枠で、上から７行目の城崎町湯島財産区特別会

計繰出金でございます。３，１２７万６，０００円

を繰り出しております。このうち３，０００万円が

城崎温泉課分となります。泉源の管理等を行う経費
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として執行したものでございます。 

 私からは以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） それで

は、歳出から説明させていただきます。 

 １０７ページをご覧ください。備考欄、上から７

行目、基金管理費、仲田光成記念基金積立金３１万

４００円のうち、１万４００円が竹野振興局分です。 

 続いて、１３３ページをご覧ください。上の囲み

３行目、竹野振興局プロジェクト事業費です。報償

金は川湊再生プロジェクト運営協議会の発足当時

から意見をいただいている豊岡市の政策アドバイ

ザーである臼井氏に係る報償費及び竹野若者会議

に参加いただいた方、延べ１２名への報償費になり

ます。 

 その４行下、修繕料３０３万８，３７７円のうち、

３００万３，０００円は、各地区からの要望、緊急

性から振興局管内の道路、水路等を修繕したもので

ございます。 

 その３行下、業務委託料、仲田光成作品洗浄業務

５３２万９，５００円は、仲田光成氏から寄贈いた

だいた作品のうち、著しく染みやカビが発生してい

る５５点について洗浄等を行ったものです。 

 その下、事業委託料、プロジェクションマッピン

グ事業４０１万８，５００円は、竹野地域への来訪

者の増加と周遊を促進し、地域の活性化を図る目的

で、北前船の寄港地として栄えた竹野の歴史及び文

化等を反映した映像を、竹野川湊館にて上映した委

託料となります。 

 その下、補助金の地域情報発信事業費２５万円は、

マスコミなどへの情報提供やパンフレット作成に

対し、たけの観光協会へ補助したものです。 

 その下、たけの海上花火大会事業費５００万円は、

第５０回を迎えたたけの海上花火大会を開催する

ため、実行委員会へ補助したものです。 

 最後の竹野焼杉板景観保全事業費６２万８，００

０円は、竹野駅から竹野浜までを対象地域として、

家屋の外壁に焼杉板を使用することに対して、材料

費の３分の１を補助したものです。 

 続いて、１６７ページをご覧ください。最上段、

地域おこし協力隊推進事業費には、竹野地域内で活

動する２名の活動費８８４万１，２７４円が含まれ

ております。 

 続いて、２９９ページをご覧ください。備考欄の

中ほど、竹野北前館管理費１，１５０万７３５円は、

北前館の管理に関する経費で、誘導灯修繕や大浴場

ポンプ取替え等の修繕料及び指定管理料が主なも

のとなっております。 

 続いて、その下、竹野川湊館管理費３９８万５，

７２０円は、竹野川湊館の管理に関する経費で、施

設の修繕料、植栽管理手数料及び指定管理料が主な

ものとなっております。 

 続いて、３０１ページをご覧ください。備考欄下

から８行目、観光施設管理費のうち、５４３万４４

４円が竹野振興局に関する費用で、竹野海岸にある

１０か所の観光トイレの管理費及び老朽化した弁

天浜キャンプ場の炊事棟の解体撤去に係る工事費

となっております。 

 続いて、３０３ページをご覧ください。備考欄真

ん中より少し下、竹野観光施設管理費１３９万９，

９５２円は、竹野観光センター、竹野子ども体験村

などの竹野振興局管内の観光施設の維持管理経費

と、海岸の清掃及び漂着ごみの処理に係る委託料が

主なものとなっております。 

 続いて、３７７ページをご覧ください。備考欄中

ほど、社会教育総務費の補助金のうち、豊岡市女性

団体活動費１５万円は、今年度から竹野振興局に所

管替えされた予算であり、豊岡市竹野婦人会の活動

に対し、補助金を支出したものです。 

 続いて、３８７ページをご覧ください。備考欄中

ほど、竹野青少年野外活動施設管理費につきまして

も、今年度から竹野振興局に所管替えされた予算で

あり、今年の３月末をもって閉鎖しました東大谷野

外活動施設、たけのこ村に関するものです。建物共

済、借地に係る土地借り上げ料及びＡＥＤリースに

係る機器借り上げ料となっております。 

 歳出の説明は以上です。 

 続きまして、歳入について説明をさせていただき
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ます。 

 ３１ページをご覧ください。備考欄一番下、温泉

使用料の竹野温泉分は、契約しております地域内の

ホテル、旅館等に温泉を配湯し、使用料を納入いた

だいたものです。 

 続いて、６５ページをご覧ください。備考欄下か

ら２つ目の囲み、仲田光成記念基金繰入金３万４，

５００円は、竹野川湊館に展示、保管する仲田作品

の維持管理のための費用の一部を基金から繰り入

れたものです。 

 続いて、７３ページをご覧ください。備考欄上か

ら８行目、事務取扱手数料のうち、仲田光成作品貸

付事務手数料の１万４，０００円は、仲田光成氏の

作品の貸出しの際に頂いた手数料です。 

 続いて、７７ページをご覧ください。備考欄上か

ら２行目、光熱水費等使用者負担金のうち、弁天浜

野営場２７万６，５６４円につきましては、野営場

の開設期間である５月から１０月の電気料及び上

下水道料金の使用者負担金として、たけの観光協会

より納入いただいたものです。 

 続いて、８９ページをご覧ください。一番下、過

疎対策事業債のうち、竹野振興局分として、竹野振

興局プロジェクト事業を含む３事業分２，８３０万

円が含まれております。 

 歳入の説明は以上です。 

 なお、財産につきましては、大きな変更はござい

ません。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） まず、

歳出について説明します。 

 １３５ページをご覧ください。一枠目の下段、日

高振興局プロジェクト事業費の報償金は、道の駅神

鍋高原の運営強化に係る専門家への謝礼です。加え

て、日高地域の先輩に学ぶ授業の講師への謝礼分で

す。 

 その下の修繕料は、区内の道路や水路等の補修を

対象とした区内環境改良事業で、１４か所実施しま

した。 

 次に、１４３ページをご覧ください。一枠目の下

段、電源立地地域対策交付金事業費は、電源立地地

域対策交付金を財源に、道場地内の防災行政無線の

中継局へのアクセス道路である市道道場浅倉線の

舗装工事を実施しています。 

 次に、１６７ページをご覧ください。上段の地域

おこし協力隊推進事業費のうち、７９万４，０００

円が日高振興局分で、１人の隊員の任期満了までの

２か月分の活動費用です。また、このうち９０２万

４，２２７円が生涯学習課分で、今年度から日高振

興局の所管となった２人の隊員の活動費用です。 

 次に、２９５ページをご覧ください。下段の、日

高夏まつり事業費補助金が日高振興局分です。 

 その４行目下の、神鍋地域自然学校受入支援事業

費は、市内の小学校が実施する自然学校を神鍋地域

に誘致するためのもので、日高神鍋観光協会を通し

て受け入れた宿泊事業者に補助支援しました。 

 次に、３０１ページをご覧ください。上から４行

目、道の駅神鍋高原管理費の修繕料は、温泉施設の

水風呂ろ過器ポンプとジェット風呂ポンプ等の修

繕工事の分です。 

 その下の、湯の原温泉オートキャンプ場管理費の

修繕料は、上水道の中継ポンプタンクの修繕工事の

分です。 

 同じページの下段、観光施設管理費の光熱水費の

うち、３万８，９０３円が日高振興局分で、神鍋高

原キャンプ場入り口公衆便所の分です。 

 次に、３０３ページをご覧ください。１１行目の

観光トイレ解体工事費の全額が日高振興局分で、神

鍋山頂公園登山口にある公衆便所と旧西気小学校

前にある北神鍋公衆便所の解体工事費用の分です。 

 次に、３０５ページをご覧ください。上から３行

目、日高観光施設管理費の維持管理委託料は、清滝

溶岩流遊歩道の整備として、桜・清流の郷きよたき

に委託したものです。 

 同じページの下段、道の駅「神鍋高原」整備事業

費の業務委託料は、今年度も業務を継続しておりま

す道の駅「神鍋高原」整備計画策定業務の２０２２

年度の支払い分です。 
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 次に、３２５ページをご覧ください。２行目の河

川総務費の河川公園管理のうち、１４５万８，００

０円と、その下の桜樹木管理のうち４０万円が日高

振興局分で、国府桜づつみ公園の管理経費です。 

 次に、３２９ページをご覧ください。中段のＷｅ

ぷらざ管理費は、日高振興局分です。 

 次に、３３３ページをご覧ください。中段の日高

駐車場管理費は、日高振興局分です。 

 次に、４０３ページをご覧ください。１枠目の下

段、植村直己冒険館管理費です。昨年度まで生涯学

習課の業務で、今年度から日高振興局の所管となっ

たものです。運営モニタリング業務委託料は、冒険

館の維持管理運営について、事業者による評価監視

等を行うほか、市に対して必要な助言をいただくた

めの経費です。 

 次に、４０５ページをご覧ください。中段より下

の植村直己冒険賞事業費と、その下の植村直己顕彰

事業費が今年度から日高振興局の所管となったも

のです。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入について説明します。 

 ３１ページをご覧ください。下から５枠目、日高

農林産物加工研修所が日高振興局分です。 

 次に、３３ページをご覧ください。１行目の温泉

使用料の神鍋温泉が日高振興局分です。 

 同じページの５枠目、駐車場使用料の江原駅周辺

駐車場が日高振興局分です。 

 次に、４５ページをご覧ください。６枠目の地方

創生臨時交付金のうち、１００万円が日高振興局分

で、神鍋地域自然学校受入支援事業費に充当してい

ます。 

 次に、４７ページをご覧ください。下から３枠目、

電源立地地域対策事業費交付金が日高振興局分で

す。 

 歳出で説明しましたが、道場地内の市道道場浅倉

線の舗装工事に充当しております。 

 歳入は以上になりますが、６００ページ、６０１

ページをご覧ください。行政財産の土地に関する調

書です。その他の施設の北神鍋公衆便所の土地です。

建物の取壊しに伴い、行政財産から普通財産に移動

しています。 

 次に、６０２ページ、６０３ページをご覧くださ

い。行政財産の建物に関する調書です。その他の施

設の神鍋山頂公園登山口公衆便所及び北神鍋公衆

便所について、取壊しに伴い、行政財産から普通財

産に移動し、次に、６０８ページ、６０９ページの

普通財産に関する調書において、取壊し後、該当の

面積を減少しています。 

 最後に、６１３ページをご覧ください。物品の真

ん中辺り、その他特殊自動車のうち、除雪車等につ

いて、植村直己冒険館の小型除雪機１台を廃車処分

したことにより減少しています。 

 以上で日高振興局分の説明を終わります。 

○分科会長（田中藤一郎） 川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） よろし

くお願いいたします。 

 それでは、歳出のほうから説明させていただきま

す。 

 １３７ページをご覧ください。上の枠、下から８

行目にあります出石振興局プロジェクト事業でご

ざいます。５９２万９，５７０円を支出しておりま

す。主なものとしまして、３行下の修繕料です。道

路、水路等の区内環境整備としまして、１３か所実

施しました。３３８万１，９５０円を支出しており

ます。 

 続きまして、３行下の補助金です。１１月３日に

第５０回のお城まつりが３年ぶりに開催されまし

た。出石お城まつり事業費としまして、２５０万円

を補助しております。 

 続きまして、１６７ページをご覧ください。最上

段にあります地域おこし協力隊推進事業費です。出

石振興局分は２，５９３万１，７２２円で、出石地

域に受け入れています６名の協力隊の活動費用が

含まれております。 

 次に、３０１ページをご覧ください。下から８行

目にあります観光施設管理費です。出石振興局分は

１，００５万８，９０７円支出しております。出石

地域市営観光トイレの清掃などの管理費を支出し
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ております。 

 今回、２ページ次の３０３ページの上から７行目

にあります整備工事費、トイレ３か所の大手前広場、

西の丸、鉄砲町トイレの新型コロナ感染対策としま

して、和式トイレを洋式トイレに、また手洗い場を

自動水洗等に改修を行い、６３６万２，４００円を

支出しております。 

 次に、３３３ページをご覧ください。下の枠から

１２行目の出石駐車場管理費です。１，５８１万８，

７５９円を支出しております。主には、６行下にあ

ります維持管理委託料で、１，３８８万９３５円で、

出石地域市営駐車場３か所の管理運営業務の委託

料と、その下の行の交通誘導警備業務です。交通誘

導員業務は５月、８月、１１月の繁忙期の交通渋滞

解消のためのものです。 

 次に、３８５ページをご覧ください。下から８行

目にあります永楽館管理費です。４行下の指定管理

料６３２万９００円は、前年度より電力の高騰など

により指定管理料９２万９，０００円を増額してお

ります。 

 歳出は以上でございます。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 ３３ページをご覧ください。上から２行目にあり

ます温泉使用料出石分につきましては、出石温泉２

９３万４，８２０円です。５施設に配湯しているも

のです。 

 次に、同じく３３ページの中ほどの枠にあります

２行目の駐車場使用料です。振興局分は、出石西の

丸駐車場５３６万１，２００円、出石庁舎南側駐車

場５５９万５，０００円、出石鉄砲町駐車場９２１

万２，２００円で、合わせて２，０３６万８，４０

０円です。 

 次に、４５ページをご覧ください。上から６番目

の枠にあります国庫支出金地方創生臨時交付金の

うち、出石振興局分は先ほど説明させていただきま

した観光施設管理費、感染予防対策として出石地域

観光トイレ整備工事として６３０万円が含まれて

おります。 

 出石振興局からは以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） よろし

くお願いします。 

 但東振興局の地域振興関係の主な歳出について

説明いたします。 

 それでは、１０７ページ、下から４行目をご覧く

ださい。財産管理費修繕料のうち、１９５万９，４

００円が但東振興局分で、シルク温泉やまびこの下

水配管修繕３０万４，７００円、休憩室エアコン取

替え修繕１００万２００円、たんたん温泉福寿の湯、

伏流水ポンプ制御装置取替え修繕６５万４，５００

円を支出しています。 

 １３９ページ、中ほどをご覧ください。但東振興

局プロジェクト事業費は、子供のある世帯を中心に

移住定住者を増やすことにより、人口減少を緩やか

にするとともに、地域で暮らす魅力を高めていくた

めの取組を行っています。修繕料は、主に振興局地

域内の道路、水路等の区内環境改良事業として１４

か所の修繕を行い、３２１万７，９００円を支出し

ています。業務委託料１７万７，０００円は、移住

促進住宅の植木等伐採と、若者会議の開催に係る費

用です。補修工事費２８３万２，５００円は、移住

促進住宅の給湯器取替え、網戸、引込み開閉基盤用

キャビネットなどの修繕費です。 

 １６７ページ、１行目をご覧ください。地域おこ

し協力隊推進事業費のうち、９０５万２，９２６円

が但東振興局分で、但東地域隊員２人分の業務委託

料として９０３万５，７６６円、クラウド使用料と

して１万７，１６０円を支出しています。１人はた

んたん温泉がある坂野区を拠点に、主に小学生以下

を対象にした親子自然体験イベントなどを行って

います。もう１人は大石家住宅を活用した地域の交

流拠点づくり、子育て、若者世代が気楽に集まって

意見を言える機会づくりなどに取り組んでいます。 

 ２７９ページ、下から２行目をご覧ください。治

山事業費のうち、防災対策工事費４，５６５万８，

８００円は、シルク温泉やまびこの山腹崩壊の復旧

のための工事費です。 

 ３０１ページ、中ほどをご覧ください。但東シル
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ク温泉やまびこ管理費では、空調等改修工事設計監

理及び空調用の電源設備等の調査として、投資委託

料１８７万円、整備工事費８０８万２，８００円を

支出しています。 

 同ページ、その下をご覧ください。たんたん温泉

福寿の湯管理費の修繕料は、屋根に設置している太

陽熱温水器の集熱パネルの修繕及び食堂の誘導灯

修繕として１０９万３，４００円を支出しています。 

 ３０５ページ、中ほどより少し上をご覧ください。

但東観光施設管理費は、但東チューリップまつりの

開催に要する経費として２００万円を補助してい

ます。 

 ３２３ページ、下から４行目をご覧ください。河

川総務費のうち３５万４，６４０円が但東分で、主

に河川公園維持管理として３１万９，０００円を支

出しています。 

 次に、主な歳入について説明いたします。 

 ３３ページ、中ほどをご覧ください。移住促進住

宅使用料は但東地域への移住促進策の一環として、

１０戸から成る中山向町及び赤野移住促進住宅を

設置し管理しており、３１３万４，３００円の住宅

使用料がありました。 

 ７９ページ、上から４行目をご覧ください。移住

促進住宅共益費は、先ほどの移住促進住宅の共益費

の２３万３，６９９円です。 

 さらに、同ページ、１０行目をご覧ください。市

有物件配分金及び共済金のうち１０万５，７４０円

が但東振興局分で、積雪被害によるたんたん温泉福

寿の湯の共済金です。 

 ８５ページ、中ほどより少し上をご覧ください。

治山事業債の林地崩壊対策事業のうち４，５６０万

円が但東振興局分で、シルク温泉やまびこの山腹崩

壊の復旧のための工事費分です。 

 ８９ページ、中ほどをご覧ください。過疎対策事

業債のうち２００万円が但東振興局分で、但東チュ

ーリップまつり開催事業分です。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません。最初、城崎のと

ころで雪害対策５億５，０００万円いうのが建設課

と城崎振興局ってなってたんですけど、これは城崎

で雪害対策、この令和４年度、それだけの工事がさ

れたということでしょうか。 

 それから、竹野振興局で、豊岡市女性団体１５万

円いうのが竹野の扱いになったっていうのがちょ

っとどういうことなんかよく分からんかったんで、

もう少し説明いただきたい。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 私のほ

うからは雪害対策事業費の関係ですが、決算書のほ

うには建設課が持ってます事業も含まれて全体が

書いてございまして、その中に、城崎地域振興課と

しましては、１８９万８，６００円が中に含まれて

いるということになります。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。分か

りました。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、竹野、小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 豊岡市

女性団体活動費につきましては、昨年度まで生涯学

習課が所管していた事業でございます。生涯学習課

から豊岡市の女性団体の活動費というのが、竹野の

婦人会のみということになっておりますので、竹野

振興局のほうに所管替えということになっており

ます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） それは何で竹野のみなんでし

ょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） もとも

と各地域に婦人会という組織があったと思うんで

すけども、もう活動ができないということで、それ

ぞれ解散をされて、今、竹野だけが残っているとい

う状態とお聞きしております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 
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○委員（須山 泰一） 理解しました。豊岡市の女性

としても残せばええのにという気はしましたけど

も、分かりました。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） いっぱい聞きたいことあるん

ですけども、少しだけ。 

 竹野振興局の仲田光成は御用地館を改修して、書

がこれ以上、何ていうかな、老朽化というか、カビ

が生えたりしないように工事をしてたと思うんで

すが、その後の状況はどうなのかということと、そ

れから、貸出事業をやってたと思うんですけども、

その辺の今の実績は、今、どういう状況なのか。 

 それと、あと、但東のシルク温泉の結構、改修工

事は相当、合計すると大きくなってると思うんです

けども、その後のどういう見込みがあるのかってい

うのは、この３点だけちょっとお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） 小林参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） 仲田光

成作品につきましては、竹野川湊館のほうに現在、

保管しております。一昨年、改修工事をしまして、

空調等の設備も整っておりますので、現在、カビの

ほうは生えておりません。 

○委員（前野 文孝） 貸出業務。 

○竹野振興局地域振興課参事（小林 昌弘） すみま

せん。貸出事業につきましては、昨年度２件のみ貸

出しを行っております。今年度については、そもそ

も貸出事業というものはしておりません。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 温泉は。もう一つ但東か。 

 はい。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） シルク

温泉やまびこの山腹崩壊復旧につきましては、昨年

度、１か年で施工する予定でした。駐車場の一部を

使用して機材を置く場にしていましたが広い敷地

が必要だということで、施設経営に負担にならない

ように、昨年は、進入路のり面、施設の東側の改修

を行っております。また、今年度予算といたしまし

て、残りの南側ののり面を今年度行う予定としてお

ります。入札を実施いたしまして、工期も決まって

おりますので、これから業者と調整しながら実施し

たいと思います。以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） ありがとうございます。 

 じゃあ、竹野のことでいいと思いますけども、但

東シルク温泉、今後の、これで一応のり面崩壊はほ

とんど完了するのか、今の状況を、ちょっと聞かせ

てください。 

○分科会長（田中藤一郎） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 今年度

ののり面の崩壊対策工事を実施いたして、全ての業

務を終わる予定にしております。以上でございます。 

○委員（前野 文孝） ありがとうございました。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 各振興局、城崎温泉課の職員につきましては退席

していただいて結構でございます。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩します。 

   午前１０時３８分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時００分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） ただいまから建設経済分

科会を再開いたします。 

 次は、コウノトリ共生部に関する審査です。 

 それでは、農林水産課から順次説明を願います。 

 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） それでは、農林水産

課の令和４年度の決算についてご説明をします。 

 それでは、歳出から説明をさせていただきます。 

 ページは１０７ページになります。１０７ページ

の総務費の基金管理費です。農林水産課分は上から

１９行目、中ほどになります森林環境基金積立金２，

２１４万７，９７４円と、その２つ下の同利子の４

万５，６３２円です。これは、森林環境譲与税の一

部を基金に積み立てるとともに、基金の運用利子を

積み立てているものです。 

 続きまして、１６１ページをご覧ください。中ほ

どにあります新規就農総合支援事業費です。その中

にある補助金のところをご覧ください。新規就農者
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確保事業費の３，３０３万８，２９８円は、全額、

国、県の補助を活用しまして１７人の認定新規就農

者に対して、１人当たり年間最大１５０万円の経営

開始資金を交付したものと、加えまして、このうち

３人の新規就農者にトラクターなどの農業用機械

等の導入費用の一部を支援したものです。 

 １行下の若手農家支援事業費３００万円は、こち

らは市の単独事業で、トラクターや色彩選別機など

の農業用機械の導入費用として、１人へ交付をした

ものです。 

 その下の豊岡農業スクール開校事業費６７２万

円は、新たに入校した新入生３名と継続の研修生の

１名、合計４名の経費となります。 

 その下のスマート農業推進事業費です。農作業の

省力化を目的としまして、水田センサーによる水管

理と水位や水温等のデータの収集を行いました。ま

た、自動で給水を停止させる機器を一部の圃場に設

置をしまして、水管理の省力化の実証も行っていま

す。 

 続きまして、１６７ページをご覧ください。一番

上、地域おこし協力隊推進事業費です。農林水産課

分は、このうち１，２４６万４，７７１円となりま

す。農業分野の隊員３人分の活動経費となります。 

 続きまして、２６３ページをご覧ください。一番

上の農業振興事業費です。その補助金の中の上から

８行目、特産物集出荷施設整備事業費１億５，２０

１万９，０００円は、但東町の旧ライスセンターを

改修しまして、今年の３月に完成をしたＪＡたじま

のピーマン選果場移設整備の支援に係るものとな

っています。 

 その下の雪害被災施設復旧事業費５５３万３，０

００円は、降雪により倒壊しました１３棟のビニー

ルハウスの復旧費用を支援したものです。 

 さらに、その２つ下のスマート農機シェアリング

推進事業費１００万円は、国の補助事業を活用しま

して、スマート機械等の共同利用を行う事業体を支

援するもので、リモコン式草刈り機の導入を支援し

ました。 

 その下の農業生産コスト低減緊急対策事業費５

７１万４，０００円は、県の補助事業を活用し、肥

料高騰などの影響を受けている農業者の生産コス

ト低減に資する機械の導入を支援したものです。 

 その下の水稲営農継続支援給付金６，６８１万５，

７００円は、こちらは新型コロナの影響による米価

の低迷に加えまして、ガソリンや資材の高騰などに

より苦境に立たされている水稲農家の営農継続を

支援するため、１０アール当たり３，０００円を支

給したものです。 

 ５行下になります。肥料等生産資材高騰対策支援

給付金８，５７８万９，２００円は、肥料価格高騰

の影響を受けている農家の経営を支援するため、水

稲農家及び水稲以外で水田活用の直接支払交付金

を申請した農家を対象に、こちらも１０アール当た

り３，０００円を支給したものです。 

 一番下の事業になります。有害鳥獣駆除対策事業

費です。主な支出は、有害鳥獣の捕獲者等への謝礼

金など、報償金が６，６４１万４，７００円となり

ます。昨年度の捕獲実績ですが、鹿が４，２５１頭、

イノシシが７２０頭、その他の猿ですとか、ヌート

リア、カラス等が２，４１６、合計で７，３８７頭

という結果でした。なお、その１年前の２０２１年

度は８，０８１頭でしたので、トータルの数字でい

いますと、一昨年から少し減少をしております。 

 次のページ、２６５ページをお願いします。中ほ

どになります鳥獣被害防止緊急対策事業費は、事業

主体となる豊岡市野生動物被害対策推進協議会に

対し１，３５８万６，５４２円の負担金を支出した

ものです。国の特措法事業により、金網柵を１地区、

電気柵を１地区、ワイヤーメッシュ柵を３地区に設

置をしております。これらの総延長の実績は約１０

キロメートルとなります。 

 その下、中山間地域等直接支払い事業費は、中山

間地域の耕作放棄地の発生防止のための事業とし

て、４０集落、面積２２６．９ヘクタールに対しま

して４，７１４万８，９８８円を交付しました。 

 その下の多面的機能支払い事業費は、農地や農業

用水路等の保全活動などに対しまして支援を行う

ものです。実績としましては、１２３の組織で、面
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積３，０１０ヘクタールの取組について２億１，２

０７万２，４３４円を交付しました。 

 次のページ、２６７ページをお願いします。上段

の環境保全型農業直接支払い事業費は、地球温暖化

防止及び生物多様性の保全に効果の高い有機農業

や冬期湛水などの取組を支援するものです。２９４

人の方に対し、面積６８１．７ヘクタールの取組に

対して５，００３万４８０円を交付しました。 

 その下のコウノトリ育む農法推進事業費です。育

む農法の普及推進を図るため、市内の１５校の小学

校で出張授業を行っています。また、コウノトリ育

む農法拡大アドバイザリー業務委託料として２６

９万５，０００円を支出しておりますが、これは、

育む農法の面積拡大を目指してモデル農家の経営

分析などを行ったものです。 

 次のページ、２６９ページをお願いします。上段

の豊岡市農業ビジョン推進事業費です。農業ビジョ

ンの取組を具体化し推進するための推進委員会を

３回開催したほか、３月には第ゼロ回豊岡グッドロ

ーカル農業大会を開催して、農業に関する優良事例

の発表などを行いました。 

 また、総務省の地域活性化企業人交流プログラム

を活用し、外部からの人材を１名配置し、農業ビジ

ョン推進のための情報発信や企画立案などを行っ

ています。 

 その下、有機農業産地づくり推進事業費１６０万

円は、こちら、全額国の補助金を活用して実施をし

ました。内容としましては、学校給食用米の無農薬

米への全量転換を柱とします有機農業実施計画の

策定や、１月に試験的に行いました学校給食への育

む農法で栽培された無農薬米の提供などの経費と

なっています。 

 続きまして、２７１ページをお願いします。上か

ら１２行目、農業用施設管理費です。その中の１２

行ほど下になりますが、整備工事費のトンネル照明

は、基幹農道のトンネルについて、順次ＬＥＤに更

新を行うもので、昨年はいずたんトンネルの工事を

行っております。 

 下の段、基盤整備促進事業費です。一番下の投資

委託料の測量設計等１，９７９万８，９００円は、

出石町伊豆地区の県営農地整備事業の実施計画策

定に係るものです。 

 次のページ、２７３ページをお願いします。上か

ら３行目の負担金のうち、基幹農道整備事業費４，

０２４万８，８７７円は、蓼川大橋の耐震化、長寿

命化と五条大橋の耐震化に係る県営事業の工事負

担金です。 

 次のページ、２７５ページをお願いします。上か

ら３つ目の囲み、畜産振興事業費です。その中の一

番下の給付金、飼料等高騰対策支援給付金１，０１

０万円は、飼料価格の高騰で厳しい状況にある畜産

農家の営農継続を支援するため、肉用牛と乳用牛を

対象に１頭当たり１万円を支給したものです。 

 続きまして、２８１ページをお願いします。林業

振興費になります。上から５つ目、５段目の真ん中

辺りの森林環境整備事業費をご覧ください。この中

の業務委託料の委員会運営業務３０８万円は、林業

ビジョン策定検討委員会に係るもので、昨年度は２

回開催しました。一昨年と併せまして合計で５回の

委員会を開催し、この２月に豊岡市森林・林業ビジ

ョンとして取りまとめております。 

 その下の森林経営計画調査業務３，７８６万２，

０００円は、森林整備の基礎データ整理作成や森林

整備に関する意向調査などを行ったものです。 

 その下の補助金、森林環境保全対策事業費３９７

万２，０００円は、集落からの要望が多い人家裏の

危険木伐採や小規模な森林整備などを支援するも

ので、昨年は５地区に補助金を支出しております。 

 続きまして、２８５ページになります。上の囲み、

水産振興事業費になります。上から７行目の補助金

のその中の一番下です。外国人漁業実習生コミュニ

ケーション向上支援事業費は、但馬漁協津居山支所

所属の漁船で実習を行うインドネシア漁業実習生

のための日本語教室開催への支援を行ったもので

す。なお、今年度は２６人の漁業実習生が沖合底引

き網漁船で実習を行うこととなっています。 

 次は、飛びますが、４２５ページをご覧ください。

上から６つ目の囲み、農地農業用施設災害復旧事業
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費の繰越明許分４４８万８，０００円です。こちら、

２年前の２０２１年８月１３日から１５日のお盆

の長雨により被害を受けた農地の災害復旧で、２０

２２年度に繰り越して行った２件分の災害復旧工

事になります。 

 歳出は以上です。 

 続いて、歳入です。戻っていただきまして、２３

ページをお願いします。２３ページの下から７つ目

の囲みになります。森林環境譲与税です。７，９２

８万８，０００円の収入のうち、５，７１４万円を

森林整備等の事業の財源として充当しまして、残っ

た２，２１４万８，０００円を森林環境基金へ積み

立てています。 

 続いて、歳入の４５ページになります。上から４

つ目の囲みです。地方創生推進交付金です。このう

ち、農林水産課分は３６３万１，０００円です。豊

岡農業スクール開校事業やスマート農業推進事業

に充当しています。 

 その２つ下の囲みです。地方創生臨時交付金のう

ち、農林水産課分は１億６，２３０万円です。水稲

営農継続支援給付金、肥料等生産資材高騰対策支援

給付金、飼料等高騰対策支援給付金に充当していま

す。 

 次は、５３ページをお願いします。５３ページの

上段のほうをご覧ください。上から５行目になりま

す。農山漁村振興交付金１億５，２０１万９，００

０円は、こちら、ＪＡたじまのピーマン選果場移設

整備の補助金に充当をしております。 

 その下の雪害被災施設復旧補助事業費補助金３

６８万７，０００円は、倒壊したビニールハウスの

復旧支援分となります。 

 ３行下です。みどりの食料システム戦略推進交付

金１６０万円は、歳出でも説明しましたが、国の交

付金を活用しまして、学校給食用米の無農薬米への

転換など、有機農業推進のための事業に係るもので

す。 

 次は、５７ページをお願いします。上から８つ目

の囲みになりますが、基盤整備促進事業委託金につ

きましては、現年度分、繰越分ともに、内町地区の

圃場整備事業に係るものとなっています。 

 続きまして、６７ページをお願いします。上から

５つ目の囲み、地域振興基金繰入金のうち７，６４

０万円が農林水産課分で、豊岡農業スクール開校事

業など、合計で６つの事業に財源充当をしておりま

す。 

 続きまして、８５ページをお願いします。上から

３つ目の囲みの土地改良事業債は、基盤整備等のハ

ード事業に係るものです。 

 その下の林道整備事業債は、竹野町桑野本の林道

シシブシ線の改修に係るものです。 

 その下の治山事業債のうち２，０５０万円が農林

水産課分で、小島と但東町三原の治山事業に係るも

のです。 

 その下の水産業施設整備事業債は竹野川の井堰

改修工事に係るものです。 

 次は、最後です。６１５ページになります。６１

５ページをお願いします。財産調書になります。基

金の状況についてですが、下から７枠目の森林環境

基金は、森林環境譲与税の一部と基金の運用利息を

積み立てておりまして、決算年度末現在高は８，０

７６万３，０００円となっています。 

 長くなりました。農林水産課の説明は以上となり

ます。 

○分科会長（田中藤一郎） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） では、引き続き環境

経済課分の説明をさせていただきます。 

 その前にちょっと、前年度まで所管しておりまし

た地域おこし協力隊ですとか、移住定住、ＵＩター

ンなどの事業は本年度から所管外となりましたの

で、決算書の記載は環境経済課と書いてありますけ

ども、現在、課のほうで所管してる事業のみ説明さ

せていただきますので、ご了承ください。 

 それでは、歳出から説明いたします。１０５ペー

ジをご覧ください。下から１１行目の基金管理費で

す。前年度はふるさと納税といたしまして、約１２

億３，０００万円の寄附をいただきました。返礼品

や事務費を除いた額を３つの基金に積み立ててお

ります。 
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 具体的には、１枚めくっていただきまして、１０

７ページをご覧ください。上から３行目のコウノト

リ基金積立金に、記載の額のうち１，０００万円、

それから、４行下の仲田光成記念基金に記載の額の

うち３０万円、その７行下の地域振興基金のほうに

記載のとおりの額を積み立てました。 

 次に、１１１ページをご覧ください。中ほどにあ

りますふるさと応援寄附金推進事業費です。これは、

ふるさと納税の返礼品や事務に係る経費です。決算

額記載のとおりで、寄附金額の４９．２％の額にな

ります。大きなものとしては、このページの下から

１１行目、業務委託料になります。これはふるさと

納税業務の返礼品を含む運営に係る委託料で、前年

度は一昨年度よりも２つ増やしまして、８つのポー

タルサイトで運営いたしました。 

 次に、少し飛びまして、１５３ページをご覧くだ

さい。上から５行目の企業誘致推進事業費です。こ

の項目、上から２つ目の業務委託料ですけども、こ

れはＩＴ企業誘致を推進するための支援業務の委

託料です。 

 その次の負担金ですけれども、地方進出を検討す

る企業とのオンラインマッチングイベントの参加

負担金となっております。 

 その次の補助金ですが、誘致しましたＩＴ企業の

開設支援等に係る補助金です。前年度は５事業所に

交付いたしました。 

 次に、その下の内発型産業育成事業費です。この

項目の中ほどにあります手数料２２０万円ですが、

これは継業バンクのサイト利用料となります。２０

２１年１０月からこの事業に取り組みまして、決算

とはちょっと違いますけど、本年度、３件の事業承

継につなげることができました。 

 その下の業務委託料です。こちらは、起業、創業

などの経営相談窓口ＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡの

業務委託料です。相談件数が２２５件、相談者数は

７６名ということです。 

 その下の補助金です。決算額は記載のとおりです。

実績は、ステップアップ支援事業の補助金が２１件、

創業支援事業補助金が７件となっております。 

 大分飛んでいただきまして、２８７ページをご覧

ください。上から３枠目の３行目、商工振興事業費

です。こちらのほうの決算額のうち、１７億３６５

万７，５５３円が環境経済課分となります。主な内

容につきまして説明いたします。 

 まず、この項目の上から４つ目、通信運搬費です。

１，５００万円を超える決算額になっていますが、

このほとんどが商品券に関する郵送料、配送料とな

っております。 

 次に、この枠の中ほどの業務委託料です。まず、

中小企業等経営安定化支援業務ですが、これはコロ

ナ対策として経営相談を強化するために、通常枠と

は別に商工会議所と商工会に経営相談業務の委託

を行ったものです。決算額は記載のとおりです。相

談件数は１６５件となっております。 

 その下の４業務は、プレミアム付商品券及び家計

応援商品券に係る委託料です。販売実績等につきま

しては、２０％のプレミアムをつけた商品券は９万

８，５４０セットを販売。５，０００円分の家計応

援商品券は７万７，５８４人の市民の皆様に配布い

たしました。これらの商品券の使用された額の合計

は１５億６，２１０万７，０００円となっておりま

す。 

 次に、１つ飛びまして、補助金です。この項目の

下から２つ目の商店街消費拡大支援事業費ですが、

これは、コロナにより落ち込んだ消費を喚起するた

めに、駅通り商店街と宵田商店街で実施されたプレ

ミアム商品券に対する補助金です。両商店街とも、

プレミアムの率は２０パーセント、６，０００円分

を５，０００円で販売されております。駅通りが１

万セット、宵田のほうが４，０００セットを販売さ

れております。 

 次に、その下のステップアップ支援事業費です。

これはアフターコロナ対応型のメニューで、１１事

業所に交付いたしました。 

 その次の事業継続一時支援給付金です。これは長

引くコロナの影響に加えまして、エネルギー価格等

の高騰により売上げが減少したいわゆるみなし法

人に対して、３０万円のお金を支給したものです。
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１０団体に支給いたしました。 

 次に、１枚めくっていただきまして、２８９ペー

ジをご覧ください。下から８行目の産業用地整備事

業費です。これは、県道但馬空港線沿線の産業用地

整備事業費です。一番下の造成工事ですが、これは

下流水路、戸牧のほうになりますけども、そちらの

整備工事費です。 

 １枚めくっていただいて、２９１ページをご覧く

ださい。一番上の土地購入費です。こちらは、上水

道の減圧施設用地として兵庫県から２３９平米を

購入したものでございます。 

 その下の商工振興事業費の繰越明許分です。原材

料が入ってこないなどの理由のために、やむなく２

０２１年度から繰り越したものです。 

 住宅等改修支援事業費は、いわゆるリフォーム豊

岡っていう事業で、４社分の補助金です。 

 次のステップアップ支援事業費は、コロナ特別型

で１社分の補助金です。 

 次に、このページの一番下の枠、上から３行目の

特産振興事業費をご覧ください。一番下の業務委託

料ですが、市直営のふるさと納税特設サイトを構築

するための委託料です。 

 次に、１枚めくっていただいて、２９３ページを

ご覧ください。一番上の枠の上から８行目、豊岡鞄

認知度向上事業費です。これは鞄工業組合に対する

負担金です。豊岡鞄の認知度を高めることでさらな

る売上げの向上と、ふるさと納税の寄附増加につな

がる相乗効果を狙った事業です。鞄工業組合と共同

して事業を進めました。 

 その１つ下の豊岡商工会議所への負担金です。市

はまちづくり株式会社の株を９１８株保有してお

りますが、そのうち１１８株は豊岡商工会議所から

消費寄託を受けているものです。具体的に申し上げ

ますと、豊岡まちづくり株式会社の整備補助金の財

源として合併特例債を活用していますが、その条件

として、まちづくり株式会社の過半数の株を市が所

有しなければならないため、商工会議所から不足す

る株数１１８株を借りている、そういう状況でござ

います。したがいまして、１株当たり１，０００円

の配当がありましたので、１１８株分を商工会議所

へ支払うものです。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入を説明させていただきます。戻ってい

ただきまして、４５ページをご覧ください。上から

４枠目の地方創生推進交付金です。このうち１，０

２１万８，０００円が環境経済課分です。地方創生

推進事業３事業に充当いたしました。 

 その２つ下の枠の地方創生臨時交付金です。この

うち６億６，３００万円が環境経済課分です。商品

券事業など、コロナ対策の事業５事業に充当しまし

た。 

 次に、５３ページをご覧ください。上から５枠目、

一番下の商店街消費拡大支援事業費補助金です。こ

れは、駅通り、宵田商店街が実施されましたプレミ

アム商品券に対する県補助金です。３分の２の補助

率となっております。 

 次に、５５ページをご覧ください。中ほど少し下

のひょうご地域創生交付金です。このうち１，３６

５万円が環境経済課分です。内発型産業育成事業に

充当しました。 

 次に、５９ページをご覧ください。上から３枠目、

一番下の豊岡まちづくり株式会社出資配当金です。

先ほど説明させていただきましたものでございま

す。１９９５年にまちづくり株式会社設立後、初め

ての配当となりました。１株１，０００円で９１８

株分となっております。 

 次に、６３ページをご覧ください。上から６枠目

の上から２つ目のふるさと応援寄附金です。前年度

は記載額の寄附金を頂きました。一昨年度より７，

２００万円の増となっております。 

 その下の企業版ふるさと応援寄附金です。記載額

のうち１５０万円が環境経済課分となります。寄附

者の意向に基づきまして、特産振興事業費に充当し

ております。 

 次に、６５ページをご覧ください。ページの中ほ

どにあります財政調整基金繰入金です。このうち７

７０万円が環境経済課分です。産業用地整備事業に

充当しています。 
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 次に、６７ページをご覧ください。上から５枠目

の地域振興基金繰入金です。記載の額のうち５，０

９５万４，０００円が環境経済課分です。地方創生

事業など４事業に充当しています。 

 その４つ下の企業版ふるさと納税地方創生基金

繰入金です。こちら、２２０万円は継業バンクのポ

ータルサイトの利用料に充当しております。 

 次に、少し飛んでいただきまして、８３ページを

ご覧ください。一番上の枠の下から５行目、プレミ

アム付商品券販売収入です。１セット１万２，００

０円の商品券を１万円で販売いたしまして、９万８，

５４０セット購入いただきました。 

 次に、８９ページをご覧ください。一番下の過疎

対策事業債です。このうち１，０７０万円が環境経

済課分です。商工会補助金、麦わら細工振興協議会

補助金に充当しております。 

 歳入の説明は以上です。 

 そのほかの歳入歳出の項目はおおむね例年どお

りです。 

 次に、財産に関する調書について説明させていた

だきます。５９８ページ、５９９ページをご覧くだ

さい。行政財産の土地の増減につきましてです。中

ほどの枠のその他の施設の一番下の産業用地です。

歳出の際にも説明いたしましたが、但馬空港周辺の

産業用地の関係で、上水道の減圧施設の用地として

２３９平米を兵庫県から購入いたしました。 

 次に、１枚めくっていただきまして、６００、６

０１ページをご覧ください。一番下のその他の施設

の下から４番目、三方東部工業団地用地です。団地

内の企業から要望を受けまして、市有地の一部を企

業の通路として使用したいということで、その貸し

付けするために６７平米を普通財産に移管しまし

た。 

 次に、有価証券出捐金ですけど、こちらに増減は

ございません。 

 次に、６１５ページをご覧ください。基金の増減

についてです。下から６枠目の企業版ふるさと納税

地方創生基金です。継業バンクの事業に２２０万を

充当、利息が６，０００円ございましたので、差引

き２１９万４，０００円の減となっております。 

 長くなりましたけれど、説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、成田課長。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） それでは、コ

ウノトリ共生課分の歳出から主なものを順に説明

してまいります。 

 まず、決算書１０５ページをお開きください。下

から１１段目、基金管理費のうち、コウノトリ共生

課に関するものは、次の１０７ページ上から３段目、

コウノトリ基金積立金です。１，８８３万８，６５

６円のうち、ふるさと納税使途分１，０００万円と、

差額８８３万８，６５６円は文化館などで受け入れ

ております環境協力金分。それから、個人、企業、

団体などから受け入れる一般寄附金分を積み立て

ています。 

 １１７ページをご覧ください。上から３枠目、人

件費のうち環境審議会委員報酬２２万１，６００円

は、環境審議会委員１５名、４回の審議会開催分で

す。 

 同じ枠、中ほどにあります環境政策推進事業費で

す。生活環境課とありますが、本年の組織再編によ

りコウノトリ共生課に事務分掌が移りました事業

分であり、コウノトリ共生課から説明いたします。

そのうち、業務委託料、道の駅神鍋高原に設置され

ている電気自動車急速充電器の管理業務委託料と

して６万４，１５２円を支出しています。 

 次に、１１９ページ上の枠、上から６行目、太陽

光発電システム導入補助事業費ですが、補助金とし

て、個人向けに６７件、１，１４３万３，０００円

を、事業所向けに４件、１１８万２，０００円を支

出しています。パネル、蓄電池合わせて７１件の補

助を行いました。 

 同じ枠、下から４行目、木質バイオマス導入補助

事業費のうち、補助金として３８０万円はペレット

ストーブ６件、薪ストーブ１３件、合わせて１９件

の補助を行っております。 

 同じく１１９ページ、一番下の行のコウノトリ文

化館管理費です。１２１ページをご覧ください。ト

イレ補修工事８１６万９００円と、それに係ります
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設計監理業務１５９万５，０００円を執行していま

す。主な補修内容は、和式トイレを洋式トイレに改

修し、自動手洗い水洗を設置しております。その他

は例年どおり指定管理の委託料などとなりますの

で、説明は割愛させていただきます。 

 次に、その下、コウノトリ野生復帰推進事業費で

す。中ほどにあります設計監理業務は、コウノトリ

本舗の電気設備改修に伴うものです。なお、工事に

ついては繰越しをしており、本年度の工事となりま

す。 

 その下、中ほどにありますが、コウノトリ生息地

保全対策事業費をご覧ください。戸島湿地で活動し

ております地域再生協働員１名に係るものとして、

報償金２０２万５，０００円を執行したほか、３０

か所、約１２ヘクタールに広がる水田ビオトープの

維持管理委託料としまして２９０万３，１８４円を

執行しております。この水田ビオトープ維持管理委

託料の中には、環境学習に協力した際の加算金を含

んでおります。 

 その下、ハチゴロウの戸島湿地管理費は、コウノ

トリ文化館と同様、指定管理の委託料などとなって

おりますので、説明は割愛させていただきます。 

 さらに、その下、１２１ページから１２３ページ

にかけて記載されておりますラムサール条約関連

事業費についても、旅費等、通常の事務執行となっ

ております。 

 その下、生物多様性推進事業費をご覧ください。

業務委託料で、生物多様性地域戦略改定に係る支援

業務として２４７万５，０００円を執行しておりま

す。また、小さな自然再生補助金として、７件分、

２９万８，０００円を執行いたしております。 

 その下、コウノトリ次世代育成事業費をご覧くだ

さい。この事業ではコウノトリＫＩＤＳクラブの運

営のほか、田んぼの学校への講師派遣、コウノトリ

野生復帰の研究などに取り組む高校生などの活動

支援など、未来を担う子供たちの育成事業に４７万

円余りを執行しております。 

 その下、加陽水辺公園管理費につきましては、加

陽水辺公園の管理ということで、例年どおりの執行

です。説明を割愛させていただきます。 

 次に、１６７ページをお開きください。上の枠、

地域おこし協力隊推進事業費をご覧ください。コウ

ノトリ共生課に関するものは、隊員１名分として４

７８万４，５８０円となります。出石川から加陽湿

地、それから、近隣にあります里山に係る自然を一

体的に活用した自然保育、環境学習に取り組んでい

ただいております。 

 歳出については以上です。 

 続きまして、歳入です。３９ページをご覧くださ

い。上から４枠目の８行目、文化芸術振興費補助金

７２４万２，０００円ですが、このうち４８７万７，

０００円がコウノトリ文化館トイレ補修工事の財

源となっています。 

 ４５ページをご覧ください。６枠目の地方創生臨

時交付金です。１３億２，９１８万４，０００円の

うち、４８０万円が先ほどと同様に文化館トイレ補

修工事に財源充当されています。 

 ５５ページをお開きください。下から４枠目です。

地域再生協働員設置事業委託金につきましては、コ

ウノトリ野生復帰の取組を通じて地域づくりを行

う地域再生協働員１名に係る委託金です。 

 次に、６３ページをお開きください。上から６枠

目、１行目のコウノトリ基金寄附金です。歳出のと

ころでも少しお話ししましたが、コウノトリ文化館

の来館者から受け取る環境協力金に一般の寄附金

を加えたものです。令和４年度につきましては、新

型コロナウイルス感染症の影響も少し収まったこ

とから、前年比１．３２倍と回復傾向が見られます。 

 次に、６５ページ、上から４枠目をご覧ください。

太陽光発電事業特別会計繰入金です。太陽光発電事

業の収支差益の一部を一般会計に繰入れ、環境政策

に関わる事業に充当しています。 

 同じく６５ページの下から４枠目、コウノトリ基

金繰入金１，６０８万２，０００円及び６７ページ

上から５枠目の地域振興基金繰入金、これは内数に

なりますが、４，２００万円につきましては、それ

ぞれ本課の各種事業を実施するに当たり財源とし

て活用させていただいております。 
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 ７９ページをご覧ください。上から１５行目です。

電動車両充電インフラ普及事業支援金４３万１，９

３７円は、道の駅神鍋高原に設置している電気自動

車急速充電器の必要経費の一部と使用実績に応じ

て支援金を頂いております。 

 歳入については以上です。 

 最後に、財産に関する調書について説明いたしま

す。基金の状況です。６１５ページをお開きくださ

い。上から５枠目、コウノトリ基金をご覧ください。

コウノトリ基金の令和４年度末現在高は、次の６１

６ページに記載されております４月以降に収入さ

れた寄附金を加えまして３，７００万１，０００円

となります。全体としては２７８万３，０００円の

増ということで、基金が増えております。これは先

ほども少し申し上げましたが、コロナ禍が終息に向

かい、文化館における環境協力金が増えたことが一

因であると考えています。 

 コウノトリ共生部の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） １点、一番最初の農業スクー

ルのあたりのところですけれども、たしか農業やる

方への支援として、１７人で３，３００万だったか

というような支援という話があったと思います、ス

クールではなくてね。これはどういう条件での支援

でしょうか。その前年までと比べたら、この金額と

かの変化はいかがでしょうか。 

○分科会長（田中藤一郎） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） この１７人の３，３

００万円につきましては、実際に農業スクールを経

て就農される方もいらっしゃいますし、農業スクー

ルは入ってないんだけど、例えば加西にある農業大

学校ですとか、そういったところで学んだ後に就農

された方で、ちょっとすみません、所得要件がある

んですけれども、一定の所得よりも以下の方に対し

て、就農直後で割と経営が不安定な方を支援するた

めに、年間最大で１５０万円が給付金として、これ、

全額国の給付金なんですけど、財源を使って給付さ

れるものと、このうち３人の方に農業用機械の補助

としまして、たしかマックスが３７５万円だったと

思うんですけど、それを３人の方に給付するものと

なっています。その前の年の給付金まで、ちょっと

すみません、今、手元に数字がないんですけど、毎

年毎年、新規就農者の方が増えていってます。すみ

ません、この給付金、最長で５年間受け取れるんで

すけども、５年たったら受け取れなくなる方もいら

っしゃいますし、毎年毎年就農されたら、その方、

増えていきますので、昨年、一昨年に比べると増え

てる状況だと思います。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。こ

ういう支援は充実されるべきだと思います。以上で

す。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 ここで、建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

   午前１１時４０分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時４０分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） ただいまから、建設経済委

員会を再開します。 

 それでは、１１０号議案、令和４年度豊岡市太陽

発電事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 成田課長。 

○コウノトリ共生課長（成田 和博） それでは、令

和４年度豊岡市太陽発電事業特別会計歳入歳出決

算についてご説明いたします。 

 決算書の５８３ページをご覧ください。歳入総額

は１億２，５１１万３６９円、歳出総額は１億５３

６万２，９９６円、歳入歳出差引き額は１，９７４

万７，３７３円ですが、そのうち翌年度へ繰り越す

べき財源として１，２７８万９，０００円を差し引

いた６９５万８，３７３円が令和５年度への繰越額

となります。 
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 最初に、歳出について説明いたします。決算書の

５９１ページをお開きください。本特別会計につき

ましても生活環境課とありますが、本年の組織再編

により、コウノトリ共生課に事務分掌が移りました

事業分であり、コウノトリ共生課で説明いたします。 

 上から６枠目の基金積立金は、将来の大規模修繕

と運用を終えた施設の撤去などに備えて積み立て

るものです。その下から５９３ページにわたって記

載の山宮、但馬空港、竹貫３施設に係る施設管理費

については、山宮と竹貫は施設が市所有物件です。

山宮の維持管理委託料３８３万３，６６４円、竹貫

分２８８万７，７８４円をそれぞれ支払っています。

但馬空港につきましてはリース物件のため、太陽光

発電設備借り上げ料１，９６３万５，０８４円を支

払っています。 

 ５９３ページ中ほどの一般会計繰出金５，２１２

万３，０００円については、収支の差益を、山宮分

は市の環境政策の財源として、竹貫分は土地購入費

の財源として充当し活用しているものです。 

 次に、歳入です。５８７ページをご覧ください。

上から４枠目、電力売払い収入です。３つの発電所

で１億１，３３８万２，８８２円の売電収入を得て

います。 

 次に、事業の概要についてですが、別冊の主要な

施策の成果を説明する書類５８、５９ページに各発

電設備の概要、実績を記載していますので、ご清覧

ください。 

 再び決算書に戻っていただいて、財産に関する調

書です。６１５ページをお願いします。基金の状況

です。下から２項目め、太陽光発電事業基金につい

ては、特別会計の収支決算差額分と利息分の増とい

うことで、年度末残高は１億９９９万９，０４１円

です。説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は認定すべきものと決定

してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１０号議案は、認定すべきものと決定し

ました。 

 コウノトリ共生部の職員につきましては退席し

ていただいて結構です。 

 ここで、建設経済委員会を暫時休憩いたします。

再開は１時より行いますので、よろしくお願いをい

たします。 

   午前１１時４４分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午後１時００分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開いたします。 

 それでは、第１０２号議案、令和４年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 

 第１０２号議案中、当分科会に審査を分担されま

したのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書等についてであ

ります。説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財

産調書の順でお願いいたします。なお、説明に当た

っては、必要に応じて資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、建設課、都市整備課、建築住宅課、地

籍調査課の順に説明をお願いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） それでは、建設課に係り

ます決算の歳出から説明させていただきます。決算

書の１４３ページをご覧いただきたいと思います。

備考欄で説明させていただきます。備考欄の上から

４行目です。但馬空港周辺用地管理料、これ、例年

どおりですが、県所有の但馬空港用地について１４

地区で管理委託をしていただいてるものです。 
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 続きまして、飛びまして、１６１から１６３ペー

ジにかけてですが、城崎温泉街の交通環境改善事業

費です。こちらは、城崎温泉街のそぞろ歩きの実現

を目的といたしまして、城崎温泉交通環境改善協議

会を設置しております。それの運営の費用であると

か、兵庫県の桃島バイパス整備を見据えた車両流入

抑制策等を昨年は行っております。 

 続きまして、１７９ページです。１７９ページの

備考欄の上から５枠目の２項目めですが、港湾統計

調査費です。こちらも例年どおりですが、県から受

託しております津居山港、竹野港の船舶入港調査を

行っております。 

 続きまして、大分飛びまして、３０７ページにな

ります。３０７ページの備考欄の一番下の枠の一番

下の項目になります土木総務費です。こちらで、建

設課所管分につきましては１，４１３万６，７９３

円となっております。支出については例年どおりの

業務委託等を行っております。 

 続きまして、３０９ページです。一番上の枠の急

傾斜地崩壊対策事業費です。こちらは県が行います

急傾斜地崩壊対策事業につきまして、市のほうで負

担金ということで支払いを行っておるものです。昨

年度は公共１４件、県単の５件ということで、１９

件の事業をしていただいております。 

 続きまして、その下の枠ですが、用地対策事業費

です。こちらにつきましても例年どおりです。業務

委託ということで、市道の未登記箇所の測量業務等

を行っております。 

 続きまして、一番下の枠です。内水処理事業費で

す。こちらは業務委託といたしまして、次のページ

にもかかりますが、内水対策検討業務ということで、

市街地の道路かん水対策検討業務ということで、上

陰ポンプ、それから西花園のポンプの検討を行って

おります。 

 それから、整備事業費、整備工事費ということで、

福田排水機場の工事費ということで上げさせてい

ただいております。繰越分につきましても、同じく

福田排水機場の機械電気設備工事となっておりま

す。 

 続きまして、その下、人件費ですが、排水機樋門

管理費のうちの人件費、建設課分ということで、４

５１万９６０円となっております。操作員、補助員

ということで書いてありますが、こちらにつきまし

ては、国や県、それから、市が独自に管理しており

ますポンプ場等の操作員の報酬等というふうにな

っております。 

 続きまして、同じ枠内ですが、排水機樋門管理費

ということで、建設課分ということで５，６７７万

６，２０２円ということになっておりますが、こち

らにつきましては保守点検委託料、それから維持管

理委託料ということで、例年どおりポンプ場の点検、

ポンプの点検、それから自家発の点検、それから、

各地域の樋門の管理等の委託料ということになっ

ております。 

 その下に投資委託料ということで、１，５４０万

３，３００円がありますが、こちらは、円山川のほ

うに占用しております鶴岡第３樋管の補修の詳細

設計業務、これを国へ委託しておりますので、その

費用を上げさせていただいております。 

 続きまして、３１３ページになりますが、同じく

排水機樋門管理費の補修工事費です。こちらは宮島

の排水ポンプ、それから、江原樋門の修繕工事を行

っております。繰越明許分につきましても、宮島排

水ポンプの３号機の補修工事を行っております。 

 その下ですが、緊急処理事業費ですが、こちらは

例年どおり道路の倒木処理や緊急補修などの費用

として充てさせていただいております。 

 続きまして、その下の枠ですが、道路橋梁総務費

です。建設課分ということで７８４万７，９７１円

となっております。こちらは業務委託ということで

道路台帳の更新業務。それから、次のページにもま

たがりますが、各道路団体等への負担金、それから、

補助金等の支出をしております。 

 続きまして、その下ですが、道路橋梁管理費です。

こちらにつきましても、建設課分ということで３２

９万２，９０４円となっております。これ、建設課

が保有しております車両の点検整備等の費用とな

っております。 
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 続きまして、その下です。道路維持事業費です。

こちらにつきましては、次のページに行きまして、

投資委託料ということで１，１５２万５，８００円

を見ておりますが、こちらにつきましては特定の構

造物、長大のり面であったり、のり面の点検業務、

それから、市道奥野久美浜線ののり面の復旧、測量

設計業務を行っております。 

 その少し下になりますが、補修工事費ということ

で上げさせていただいております。道路の補修、そ

れから側溝、舗装ということで上げておりますが、

補修につきましては、但東町の正法寺坂津線ののり

面補修工事など１７件、それから、側溝につきまし

ては城崎の湯島の市道御所３号線の側溝修繕工事

など１９件、それから、舗装につきましては出石町

の水上の市道学園線の舗装修繕工事など２８件を

上げさせていただいております。 

 その下の道路維持事業費の繰越明許分につきま

しても、そちらに書いてあります整備工事、それか

ら補修工事等、行っております。 

 続きまして、３１７ページの一番下の行になりま

すが、市の単独事業費ということで８５４万３，７

００円ですが、次のページに行きまして、投資委託

料につきましては、高屋の市道高屋神田線の詳細設

計業務を行っております。それから、道路新設改良

工事につきましては、日高の堀府市場西線の道路改

良工事を行っております。 

 その下、池上日吉線道路改良事業費、それから風

早線、風早線道路改良事業費につきましては、市道

の道路整備計画に基づきます工事を行っておりま

す。なお、池上日吉線につきましては既に事業が完

成をしております。 

 それから、同じく繰越明許ということで、市の単

独事業費、こちらは堀府市場西線ですし、同じよう

に池上日吉線、風早線も繰越明許ということで事業

を進めてまいりました。 

 それから、次に参りまして、雪害対策事業費にな

ります。この中で建設課に係る部分といたしまして

は５億３，６２５万７７２円となります。こちらに

つきましては保守点検委託料ということで、消雪装

置の保守点検委託、シーズン前の点検、それから、

降雪時の点検ということになっております。 

 それから、その下の業務委託料につきましては除

雪対策支援ということと、あと、除雪業務、実際に

業者に発注をいたしまして、除雪をしていただいて

いるその費用となっております。 

 次のページに行きまして、補修工事費ということ

で上げさせていただいてます。こちらにつきまして

は、市道大篠岡駄坂線の消雪装置修繕工事など、全

部で６件の工事を行っております。 

 それから、一番下の事業用備品ですが、こちらは

日高地域の除雪グレーダの更新を行っております。 

 それから、次の枠ですが、橋梁維持事業費につき

ましては、２３６万７，４３５円につきましては、

小規模な橋梁の補修等の工事ということで上げさ

せていただいております。 

 その下の橋梁長寿命化事業費、こちらは、橋梁長

寿命化計画に基づきます橋梁補修事業となってお

りまして、投資委託料ということで、道路橋の点検

２４１橋、それから、あとはＪＲに委託をして点検

をしていただいてる部分もありますので、それらの

費用ということになっております。 

 それから、その下の補修工事費ということで、竹

野の竹野橋、それから五荘大橋など、橋梁補修工事

６橋をやっております。その下の繰越明許分という

ことで上げさせていただいておりますが、こちらも

橋梁補修設計７橋、それから、橋梁補修工事２３橋

ということになっております。 

 続きまして、橋梁新設改良費です。こちらは栃江

橋の整備事業、そして、上野橋の整備事業費という

ことで上げております。あわせて、繰越明許分とい

うことで、一番下、栃江橋、それから、次のページ

にまたがりますが、上野橋の整備事業費ということ

で進めております。なお、栃江橋につきましては、

新しい橋につきましては既に今年の７月には完成

をいたしまして、今年度については古い橋の撤去工

事を行うことになっております。 

 続きまして、その下ですが、交通安全施設整備事

業費です。こちらは整備工事費ということで、市道
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蓼川線ほかのグリーンベルト設置工事ということ

で、約２．３キロのグリーンベルトを引いておりま

す。それから、市道山本日吉線のほか、区画線設置

工事ということで約６キロの区画線を引いており

ます。 

 それから、次の枠ですが、生活道路排水路整備事

業費です。こちらは、市内の西花園地区の生活排水

路、それから、今森地区の道路などの工事を行って

おります。同じく繰越明許分ということで、但東の

出合市場の生活排水路、それから、出石の平田川の

河川補修工事等を行っております。 

 続きまして、次の枠ですが、河川総務費になりま

す。建設課分につきましては２９９万３，１１９円

になります。こちらも例年どおりですが、委託料と

いうことでは次のページになりますが、出石の谷山

川河川公園の草刈り、それから、各河川団体への負

担金補助金等を支出をしております。 

 それから、その下ですが、河川改良事業費です。

こちらはしゅんせつ工事ということで、昨年は日高

の万場川ほか、全部で３河川でしゅんせつ工事を行

っております。それから、補助金につきましては、

各地区で行っていただきます普通河川のしゅんせ

つ事業ということで、８つの区に昨年度は補助金の

交付をしております。 

 それから、その下の普通河川整備事業費ですが、

こちらは昨年度から新たに事業を始めたものでし

て、普通河川におきます災害の発生を予防し、また

は災害の拡大を防止する目的として危険度の高い

箇所を整備するということで新規に創設しており

ます。基本的には、地区等からの要望をいただいた

箇所について工事をしております。昨年度につきま

しては、投資委託料ということで、城崎の上山の上

山川の測量調査設計、それから整備工事っていうこ

とで、出石の口小野、それから但東の天谷などで、

遊歩道の整備であったり、護岸の整備などを行って

おります。河川管理事業費の繰越明許費につきまし

ては、日高町の東河内の平田川のしゅんせつを行っ

ております。 

 その下ですが、港湾管理費です。こちらも例年ど

おりですが、瀬戸水門の管理を県から受託しており

まして、こちらを但馬漁協の津居山支所に委託をし

ておりますので、その費用です。 

 それから、海岸環境整備事業費です。こちらも県

からの受託事業でして、小島岸壁、それから気比の

浜、竹野海岸、竹野浜緑地の清掃等を委託をしてい

るところです。 

 歳出は以上でして、次に、歳入のほうに移ります。

決算書の２９ページに戻っていただきたいと思い

ます。決算書の２９ページの備考欄の上から９枠目

になるんですが、土木費の分担金ということで、急

傾斜地崩壊対策事業費分担金です。これは、歳出で

もありました県が施工いたします急傾斜地崩壊対

策事業に係ります地元負担金ということで、事業費

の１％を頂くものです。 

 それから、次に３１ページになりますが、備考欄

の上から６つ目の枠の４つ目の行政財産目的外使

用料っていうことで、こちらも若干１，６００円ほ

ど、建設課で歳入があります。 

 続きまして、同じく次のページですが、３３ペー

ジの土木使用料になりますが、備考欄の上から３枠

目法定外公共物占用料、それから、その下の道路占

用料ということで、これも例年どおりの同じような

金額を頂いております。 

 それから、少し飛んで、３７ページですが、備考

欄の上から４枠目、こちらは土木手数料になります

が、幅員証明手数料であったり、官民有地境界協定

証明等手数料も歳入として頂いております。 

 それから、次に、４１ページ、それから４３ペー

ジにかけてですが、国庫支出金の土木費国庫補助金

になります。こちらは４３ページからですが、防

災・安全交付金、これは道路維持事業の大開一日市

線の舗装修繕事業、それから上野橋の橋梁整備、そ

れから除雪業務、それから除雪車の更新等に係るも

のです。 

 それから、その下の道路メンテナンス事業費補助

金につきましては、朝倉のロックシェッドの補修工

事、それから栃江橋の整備費用、それから橋梁長寿

命化事業。それから、その下の臨時道路除雪事業費
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補助金ということで、これは昨年も雪が多かったと

いうことで、臨時に頂いた補助金となっております。

その下の繰越明許分ということで、社会資本整備総

合交付金、それから、防災・安全交付金、道路メン

テナンス事業補助金ということで、それぞれ先ほど

言ったような事業に充てるということで頂いた補

助金となっております。 

 それから、次が４５ページになりますが、国庫支

出金の委託金の土木費委託金ということで、備考欄

の下から５枠目になりますが、排水機樋門等管理委

託金になります。こちらは、国のほうから六方排水

機場や桃島樋門等、操作委託をされておりますので、

その委託金ということで頂いてるものです。 

 続きまして、飛びまして、５５ページになります

が、５５ページの一番下の枠の上から３つ目です。

港湾統計調査事務委託金ということで、これは歳出

にもありました港湾統計調査の分の県からの委託

金となっております。 

 次に、５７ページです。５７ページの備考欄の下

から１０枠目になりますが、土木費の委託金という

ことで、排水機樋門等管理委託金、これは、県から

受託しております六方川排水機場や六方川の日撫

樋門等の操作に関わる委託金です。 

 それから、その下ですが、国道歩道除雪作業の委

託金、国道のパーキングエリアの管理の委託金、そ

れから、瀬戸運河の水門管理委託金、海岸環境整備

事業委託金、海岸緑地管理委託金、それぞれ県から

委託を受けてるものについての受託費用というこ

とになっております。 

 それから、５９ページになりますが、備考欄の下

から５枠目になりますが、財産収入のうちの不動産

売払い収入です。こちらで建設課分ということで２

８１万２，８２９円あります。これはまた後でも説

明しますが、分譲宅地の売却の費用、それから、里

道や水路など法定外公共物の払下げとして入って

くる収入となっております。 

 続きまして、７１ページになりますが、雑入にな

りますが、この中で複写料であったり、市図の頒布

代金。 

 それから、７３ページになりますが、他会計負担

金分、消耗品等も建設課で幾らかありますし、大き

なものでは受託料、ちょっと真ん中から少し下辺り

になりますが、受託料のうちの但馬空港周辺県有環

境林管理というのがありますが、これが歳出でもあ

りました県の土地を管理するということで、県のほ

うから委託を受けてるものの収入となっておりま

す。 

 それから、７７ページですが、光熱水費等使用者

負担金ということで、上から３つ目の消雪ポンプ、

こちらは県との消雪分ということで頂いてる分で

すし、その下の市道駅東西連絡線というのは自動販

売機の電気代ということで頂いているものです。 

 それから、７９ページになりますが、７９ページ

の備考欄、上から１０行目ですが、市有物件配分金

及び共済金ということで、日高町の鶴岡地内にあり

ます倉庫が風雨災害に遭いまして破損しましたの

で、共済金の支給ということで２３万１，０００円

を頂いております。 

 それから、少し飛んで、８３ページになりますが、

返戻金ということで、上の枠の上から８行目になり

ますが、急傾斜地崩壊対策事業負担金返還金ですか、

こちらは過年度に払っております急傾斜地事業費

の負担金の精算金ということで、県のほうから返還

があったものです。 

 それから、８５ページの真ん中ぐらいから下にな

りますが、市債の土木債になります。ちょうど備考

欄の下から２枠目になりますが、急傾斜地崩壊対策

事業債、それから内水処理施設整備事業債、土木管

理事業債、こちらは福田排水機場、それから江原樋

門等の修繕等、これらへ充当する市債ということに

なっております。 

 それから、その下の枠ですが、道路整備事業債、

それから橋梁整備事業債、次のページに行きまして、

同じく繰越明許ということで、道路整備事業債、橋

梁整備事業債、それから、一番下ですが、消雪装置

整備事業債がありますが、こちらは大規模舗装修繕、

それから道路防災事業、道路維持事業ということで、

舗装修繕や側溝整備、それから、橋梁については栃
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江橋、上野橋、それから橋梁長寿命化事業、それか

ら消雪装置整備事業債につきましては、歳出でも申

し上げました消雪装置の更新等に充当する起債と

いうことになっております。 

 それから、その下の河川改良事業債ですが、こち

らは歳出でもありました河川のしゅんせつ事業、そ

れから、普通河川整備事業に充当するものというこ

とで上げさせていただいております。繰越明許費も

同様です。 

 歳入は以上です。 

 それから、次が、建設課に係ります財産になりま

す。６０２、６０３ページになります。６０２、６

０３ページで、行政財産の建物に関する調書という

ことで、その他の行政機関、その他の施設というこ

とで、６０３ページのところに福田排水機場という

ことで１５８．２１平方メートルということで、新

築ということでやらさせていただいております。 

 それから、次のページです。次は普通財産の土地

に関する調書、こちらの宅地ということで、上から

２行目に相田土生ヶ丘分譲地土地売却ということ

で上げさせておりますが、これが建設課が所管しま

す分譲宅地が売れたということで、但東の相田地区

の分です。 

 それから、次は６０６、６０７ページですが、こ

ちらの上から４行目のその他ということで、豊岡市

江野等５件ということでありますが、１６６．７７

平方メートル、これは里道や水路など法定外公共物

の個人、法人等へのということになっております。 

 それから、次は、建設課に係る出資による権利で

すが、６１２ページになります。６１２ページの下

から４つ目になりますが、砂防フロンティア整備推

進機構出捐金ということで、例年どおりですが、頂

いております。 

 それから、次が、建設課に係る物品ですが、６１

３ページになります。こちらは、その他特殊用途車

というところですが、昨年度はバックホウを１台を

購入しておりますので、バックホウのところが１台

購入ということで増えておりますし、あと、除雪車

等も１台廃車にしておりますので、そこが１台マイ

ナスということになっております。 

 建設課からの決算は以上ですが、その他の報告と

いうことで、宅地事業におきます分譲宅地の売払い

状況についてということで、例年報告をさせていた

だいております。資料は別個でちょっとこういう資

料をお渡しさせていただいてると思うんですが、こ

れにつきましては、昨年度、先ほども報告いたしま

したように、但東町の相田の相田土生ヶ丘地区の分

譲宅地で１区画を売却をしております。よって、令

和４年度末時点の残区画っていうのは１２区画と

いうことで、そこの表に示しておりますように、竹

野町の御又地区で１区画、それから、出石の上野の

中川地区で９区画、それから、但東の相田土生ヶ丘

地区で２区画ということで、１２区画が現在残って

るということになっております。昨年度の販売促進

実績ということで、取組なんですが、例年ですが、

市広報への掲載や、あと、募集チラシ等の配布を行

って、一応、販売促進ということで取り組んでおり

ますということでご協力をさせていただいていま

す。 

 建設課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 続きまして、久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） それでは、都市整備

課から主な特徴的なもの、新たな事業を中心に説明

をさせていただきます。 

 歳出からです。決算書の１０５ページをご覧くだ

さい。備考欄の一番下段になりますけど、基金管理

費になります。財政調整基金積立金４億９，７００

何がしのこの金額のうち、都市整備課分としまして

は５４０万円で、高校生の通学バスの定期補助事業

に係る再生調整基金への積立てです。 

 それから、その２つ下に市債管理基金積立金８億

５，９００何がしとありますが、このうちの都市整

備課分は２３０万円となっております。過疎地域内

の高校生バス定期補助事業の過疎債返還に係る一

般財源への積立てとなっております。 

 それから、次、１１３ページご覧ください。備考

欄の中段から下段のほうにかけまして、鉄道交通対

策事業費の主な支出としましては、補助金から、一
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番下にあります鉄道軌道安全輸送設備等整備事業

費１，２３５万２，８５０円で、北近畿タンゴ鉄道

株式会社が実施をしました線路や車両の設備改良

工事に対して沿線自治体で支援をさせていただい

た補助金となっております。 

 それから、次のページ、１１５ページご覧くださ

い。１行目の北近畿タンゴ鉄道安全運行維持助成費

の２，０４７万６，０００円につきましては、同じ

く北近畿タンゴ鉄道が委託をしている路線の運行

に係る維持管理経費に対して、沿線自治体で支援を

しております補助金です。 

 それから、そのもう一つ下に、鉄道施設総合安全

対策事業費１１６万１，４３９円につきましては、

これにつきましても、同じく北近畿タンゴ鉄道の老

朽化した信号用の発動発電機の更新経費に対して

自治体で支援をさせていただきました補助金とな

っております。 

 引き続き、次の事業、バス交通対策事業費の主な

支出では、中段のところに業務委託料、バス運行管

理業務５，４４９万８，０５０円となっております。

有償旅客運送、いわゆるイナカーの運行管理委託料

で、全但バスとメルティバスに委託をしたものです。 

 それから、次の行の事業委託料と公共交通支援事

業２９５万１，６３９円につきましては、例年のこ

とではありますが、出石と但東で実施をしているチ

クタクへの運行業務の事業委託料となっておりま

す。 

 それから、その４つほど下に事業用備品というこ

とで２，０５８万６，２７２円とありますが、これ

は昨年、但東のイナカ―河野辺線に導入しました車

両の購入となっております。 

 次は、補助金の一番上の欄です。地方バス等公共

交通維持確保対策費に１億８，５２６万２，０００

円となっております。内訳としましては、バス路線

の国と県と市の協調路線が係る運行補助と、国県市

協調路線の全但さんがバス購入しますその部分に

係る補助金を全但バス株式会社へ交付をしたもの

です。 

 次の市街地循環バスのバス事業費の１，６９６万

５，１１７円は、いわゆるコバスの運行事業補助金

を全但さんに交付をしたものです。 

 引き続き、その下の高校生の通学定期券購入費１，

９０２万６，１１０円につきましては、先ほど言い

ました高校生の通学のための定期券を購入する際

の補助金です。 

 それから、次の新型コロナウイルス感染症対応型

運行支援事業費２３６万７，０００円につきまして

は、コロナ禍における車内の乗車密度を上げないよ

う配慮して運行している全但バス株式会社への支

援で、兵庫県の事業の随伴補助金となっております。 

 それから、引き続き、次の公共交通利用促進事業

費の主な支出では、一番下、補助金の一番下になり

ます。路線バス活性化実証実験運行費３８５万６，

０００円で、第２水曜日に加え、第４金曜日も豊岡

ノーマイカーデーとし、この事業に取り組んだ全但

バス株式会社への補助金となっています。 

 それから、次に１枚めくって、１１７ページをご

覧ください。備考欄一番上の欄です。公共交通対策

事業費の２４７万５，０００円につきましては、昨

年度、日高地域において福祉ムーバーシステムを活

用し実施した送迎車両への相乗りサービスで、ソー

シャルアクション機構への委託料となっておりま

す。 

 それから、ちょっと飛びますけども、１４１ペー

ジになります。中段から下段にかけてですが、但馬

空港利用促進事業費の主な支出では、一番下の補助

金、コウノトリ但馬空港利用促進協議会６，３２４

万３，２４８円になっておりまして、但馬空港の利

用促進を図るため、市民やビジネスで来られた方の

運賃助成と、昨年度までありました中高大学生に対

する無料体験等補助金として、同利用促進協議会へ

交付をしたものです。 

 それから、少し飛びますが、３３１ページ、備考

欄の上から２つ目の事業、Ｗｅぷらざ整備事業費の

主な支出となっております。これにつきましては、

投資委託料の４０７万９，９００円で、Ｗｅぷらざ

の工事監理費用として木本設計事務所に委託をし

たもの。また、その１つ下の整備工事費のＷｅぷら
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ざの自由通路２，４０３万４，８００円につきまし

ては、繰り越しした江原駅の自由通路の改修工事で、

株式会社徳網建設が請負整備をしております。 

 それから、その１つ下の事業です、公園管理費の

主な支出としましては、公園管理費から６つか７つ

下の維持管理委託料、公園管理の８８９万５，２０

４円で、内訳としましては、市内の１８公園の除草

や清掃作業と都市公園のトイレ清掃、それから、市

内２４地区の維持管理をシルバー人材センターや

ＮＰＯ法人並びに地元の区に委託をしております。 

 それから、その７つほど下に整備工事費の中央公

園６０５万１，０００円につきましては、中央公園

いこいの転落防止柵の改修工事、大谷建設が請負工

事をしております。 

 それから、次の補修工事費の中央公園であい橋１

１５万８，３００円につきましては、であい橋の補

修工事となっております。 

 一番下の事業です。公園施設長寿命化事業費、主

な支出としましては、整備工事費の２，５９８万２，

８００円。これにつきましては、中央公園の公園な

どの園路の舗装工事、友田建設が請負工事をしてお

ります。 

 次の設置工事費の遊具の６２９万９，７００円に

つきましては、かすみが丘の第１公園の遊具更新工

事。これにつきましては山森建設が請負工事をして

おります。 

 次のページの３３３ページ、ご覧ください。備考

欄の一番上にあります公園施設の長寿命化事業費

の繰越明許分につきましては、業務委託料について、

まず中央公園の照明施設更新詳細設計業務１４６

万３，０００円。老朽化した照明施設の設計という

ことで、小畑設計に委託をしております。 

 それから、次の整備工事費２，７４２万７，００

０円につきましては２つございまして、１件目は中

央公園の駐車場舗装工事、それから２件目は、同じ

く中央公園内の照明施設の更新工事ということで

受入れの整備をしております。 

 一番最後になりますけども、設置工事費の７１０

万９，３００円につきましては、日高の児童公園の

遊具の更新工事、河嶋工業が請負整備をしたもので

す。 

 それから、引き続き次の事業、中央駐車場管理費。

主な支出としましては、その６つ下、維持管理委託

料６００万４，６８８円で、駐車場の維持管理をシ

ルバー人材センターへ委託をしたものです。 

 歳出の説明は以上です。 

 次、歳入に移ります。 

 まず、３１ページ、備考欄の上から６つ目の枠の

中の真ん中辺りに有償旅客運送使用料というのが

あります。７９７万５，９９６円、これにつきまし

ては、イナカーとチクタクの運送の使用料となって

おります。 

 それから、３３ページ、備考欄、上から５つ目の

枠、駐車場使用料の豊岡中央駐車場９３１万６，８

００円につきましては、駐車場の年間の駐車場使用

料ということになっております。 

 それから、少し飛びますが、３９ページ、備考欄、

上から４つ目の枠になりますが、総務管理費補助金

の１行目、地域公共交通確保維持改善事業費補助金

１，０８６万４，０００円につきましては、市営バ

ス、イナカーの運行に係る国庫補助金となります。 

 それから、同じ枠の、今度下から３つ目、デジタ

ル田園都市国家構想推進交付金４，６７９万９，６

２０円のうち都市整備課分は１２３万７，０００円

で、先ほど言いました公共交通対策費の機器借り上

げ料に係る国庫補助金となっております。 

 それから、ちょっとまた行きまして、４３ページ

になります。備考欄の２つ目のところになります。

真ん中辺りに、社会資本整備総合交付金の公園施設

長寿命化事業費１，２００万円は、先ほど言いまし

た中央公園の園路舗装工事の補助金となっており

ます。加えて、その下の繰越分１，８００万円につ

きましては、同じく中央公園の照明施設の更新詳細

設計業務、それから中央駐車場の舗装工事や照明施

設の更新、それから、先ほど言いました、日高児童

公園の遊具更新工事、以上４つの公園施設長寿命化

事業の補助金となっております。 

 １枚めくっていただいて、４５ページです。こち
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らにつきまして、備考欄の中段に地方創生臨時交付

金１３億２，９００万円とありますが、このうちの

都市整備課分は４６０万円になっておりまして、鉄

道交通対策やバス交通対策、並びに公共交通対策事

業費へ充当された交付金となっております。 

 それから、少し飛びまして、６９ページ、この中

段から下段に、有償旅客運送事業受託収入５６万４，

０００円とありますが、これはイナカー、竹野線で

香美町の領域を走ることから、香美町からの負担金

を頂いております。 

 それから、また少し飛びまして、８３ページ備考

欄の中段から下段にかけてバス交通対策事業債、イ

ナカーの２，０４０万円。先ほど言いました、イナ

カー河野辺線に導入した車両購入費に充当した市

債です。 

 その１つ下です。鉄道交通対策事業債、京都丹後

鉄道軌道安全輸送設備等１，２３０万円は、これも

先ほど言いました北近畿タンゴ鉄道が実施をしま

した線路や車両の設備改良に伴い充当した市債と

なっております。 

 それから、８７ページです。備考欄の中ほどです。

公園整備事業債、公園施設長寿命化１，０８０万円

は、先ほどの中央公園の園路の舗装の工事に充当し

た市債。それから、次の、同じく繰越明許分の公園

施設の長寿命化の１，５００万円は、中央駐車場の

舗装工事と日高児童公園の遊具更新工事にこれら

を充当した市債となっております。それから、次の

都市計画施設整備事業債の繰越明許分２，５３０万

円につきましては、江原駅Ｗｅぷらざの自由通路の

工事に充当した市債です。 

 それから最後です。８９ページになります。備考

欄の一番下にありますが、過疎対策事業債１億３，

７６０万円のうち、都市整備課分としましては７６

０万円。先ほど説明をさせていただきました高校生

の通学バス定期購入補助金のうち、過疎地域に当た

る補助金に充当した市債となっております。 

 それから、次に、財産調書です。６０１ページを

ご覧ください。一番上の欄になりますが、財産調書

に係る行政財産の土地についてです。表上段の公共

用財産の公園欄、野田公園と城崎新田川公園、それ

から竹野駅前児童公園、３つ合わせまして１，４４

０．５９平米、こちらの面積の増加分につきまして

は、過年度報告漏れ分の公園面積でありまして、記

載のとおり修正をするものです。 

 都市整備課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 失礼します。よろし

くお願いします。 

 ３３４ページ、３３５ページをご覧ください。歳

出について主なものを説明させていただきます。住

宅費、住宅管理費の部分ですけども、右側、３３５

ページのほうの備考欄、中ほど少し下、住宅管理費、

合計で１億１，２７０万４，１７０円支出をしてお

ります。内訳ですけども、その下６行目、修繕料２，

５７４万６，０７９円。これを住宅の給湯設備、そ

れから風呂釜の取替え修繕、退去修繕に係った費用、

それからコピーのパフォーマンスチャージ料、そう

いったものが入ってくる。 

 その下の６行目、保守点検委託料６５８万８，７

７４円。これは、その下に記載しておりますけども、

消防設備やエレベーターなどの保守点検委託料、こ

ういったものを支出しております。 

 次に、３３７ページをご覧ください。ここの１３

行目です。補修工事費のところ、６，４２３万８，

９００円。この内訳ですけども、市営の円山住宅、

この電気温水器更新工事を実施しております。１７

台分、更新しております。市営、それから市営塩津

住宅３号棟、昇降機設備改修工事ということで、エ

レベーターの改修工事を実施しております。それか

ら、市営の今森住宅２号棟、これもエレベーターの

改修工事を実施しております。そのほかにも各住宅

の修繕工事、退去に伴う修繕、そういったことを行

っております。 

 その下５行目ですけども、補償金、移転補償金と

いうところです。これは一本松住宅、それから但東

の出合市場住宅、この用途廃止を今やっております。

これに向けた移転に伴う主な補償金で、移転料、そ

れから生活支援一時金、こういったものを支出して
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おりまして、３８３万２，０００円執行しておりま

す。 

 その下、住宅耐震改修促進事業費、２行目の業務

委託料、耐震診断業務１００万８，０００円、これ

が民間住宅の耐震診断業務３２件分です。 

 その下、補助金、住宅耐震改修促進事業費９９０

万円です。耐震診断を受けての耐震改修の計画、こ

れが２件と、それから耐震改修工事に係るものが１

６件、これらに係る補助金を支出しています。 

 それから、その下、住宅新築資金等貸付金回収事

業費４万７，３４０円、この回収業務に係る事務経

費です。 

 その下、老朽危険空き家対策事業費、下から３行

目ですけども、空家等対策計画策定業務３８２万８，

０００円。これは、従前の計画が２０２２年度まで

となっておりますので、昨年度改定を行っておりま

すけども、その策定に係る委託料でございます。 

 一番下、補助金、老朽危険空き家除却支援事業費、

３９９万６，０００円です。これは、豊岡市内の庄

区、日高町太田区、日高町の水口区の３軒の特定空

家等の除却に対する補助金でございます。 

 続いて、歳入、説明させていただきます。 

 ３０、３１ページのところをご覧ください。上段

の使用料中の総務管理使用料、３１ページになりま

すけども、備考欄４行目のところです。行政財産目

的外使用料、これが２，５１７万５，５８１円とあ

りますけども、このうち建築住宅課の分が３８８万

９，５１７円。これは、市営住宅の空き室を利用し

て、目的外使用ということで利活用を図っているも

のです。お試し居住の住宅使用料と、それから大学

生が入居する際の住宅使用料、あとは関電電柱の使

用料です。 

 次に、３２ページ、３３ページです。土木使用料

中の４段目の節、住宅使用料のところですけども、

３３ページのほうの備考欄をご覧ください。合計２

億４，２９１万８，５１６円の支出となっておりま

す。この中で、備考欄にあります、５行目のところ、

移住促進住宅使用料、これは但東の所管になります

ので、それを除いた２億３，９７８万４，２１６円、

これが建築住宅課の住宅使用料で徴収していく。内

訳については、現年度分の住宅使用料滞納繰越分、

それから市営住宅の駐車場使用料、そういったもの

が。それから、収入未済のところに４４１万９，２

９８円記載しております。これは過年度の滞納分で

ございます。 

 次に、４３ページ、ご覧ください。住宅費補助金

です。これは、収入額が１，３０３万７，０００円

で、備考欄に記載しておりますとおり、社会資本整

備総合交付金です。先ほど歳出のほうで説明しまし

た耐震診断、それから耐震改修に係る補助、公営住

宅の改修、空き家除却事業の国庫補助金、そういっ

た内容になります。 

 次が、５３ページのところです。土木費県補助金、

住宅費補助金です。収入済額が１４４万６，０００

円です。備考欄にあります上の２つが耐震に係るも

のです。３行目が空き家の住宅に係る県補助金です。

４行目が住宅の新築資金等貸付金の償還推進助成

事業補助金２万１，０００円です。県の補助金にな

ります。 

 次に、６６、６７ページになります。土木費貸付

金元利収入についてで、６９ページのほうをご覧く

ださい。住宅改修資金貸付金元利収入等、３つの資

金の元利収入を収入しております。収入未済のとこ

ろにあります３，５１７万４，９８６円、これ一部、

中の分が含まれておりまして、建築住宅課に係る分

は３，４９５万２，４８２円ということです。 

 次が、７７ページです。備考欄の下から５行目、

市営住宅の共益費１２６万８，８３３円、その下、

市営住宅負担金１１６万７，９５１円、そういった

内容のものを収入しております。 

 続いて、財産調書の説明をさせていただきます。 

 ５９６ページ、５９７ページをご覧ください。こ

のページは総括表になります。詳細の説明６０２ペ

ージ、６０３ページありまして、６０２のほうです。

公共用財産の中の公営住宅のところです。６８．４

５平米の減と。これは、旧高屋厚生年金住宅、その

売却に伴って敷地内にあった集会所、これを地区に

譲与してという部分です。 
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 建築住宅課からは以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 続きまして、依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 地籍調査事業につき

まして、歳出から説明いたします。 

 ２７３ページをご覧ください。備考欄の上から２

９行目の地籍調査事業費で、金額は１億２，２７５

万１，８３２円です。このうち、１億１，９７１万

４，０００円が補助対象事業費です。支出の主なも

のですが、下から５行目の業務委託料１億１，４３

０万２，１００円です。これは、現地立会い調査や

測量などの業務委託料となります。調査地区につき

ましては、森津ほか１０地区になります。なお、山

陰近畿自動車道竹野道路に先行します地籍調査と

して江野地区、竹野町林、坊岡地区の一部において

一筆地調査の現地立会い調査に昨年度より継続調

査を行っております。 

 なお、城崎道路に先行します地籍調査につきまし

ても、城崎町上山地区の一部において一筆地調査の

事前準備として法務局調査等に着手しております。 

 次に、２７５ページ、備考欄の上段から４行目の

地籍調査事業費（繰越明許分）です。金額は６，５

３６万１，８００円です。このうち６，３６０万４，

０００円が補助対象事業費です。支出の主なもので

すが、１７行目の業務委託料５，８１０万３，１０

０円で、同じく現地立会い調査や測量などの業務委

託料です。調査地区につきましては、城崎町、栗山

ほか６地区です。これらによりまして調査済面積が

約４．５平方キロメートル増の８８．７４平方キロ

メートルとなり、豊岡市全体の調査面積６５７．０

７平方キロメートルに対する進捗率は１３．５％と

なりました。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入です。５１ページをご覧ください。農

林水産業費県費補助金のうち、備考欄の上から７行

目の地籍調査事業費補助金１億２４８万５００円

です。これは補助対象事業費に対する県からの補助

金です。 

 次に、５３ページ、備考欄の上から１４行目の地

籍調査事業費補助金（繰越明許分）の４，７７０万

３，０００円です。これは繰越分に対する補助対象

事業費に対する県からの補助金です。 

 次に、７９ページをご覧ください。雑入のうち、

備考欄の下から８行目の事業協力金、公共事業円滑

化推進協力金６１０万２，０００円です。これは山

陰近畿自動車道竹野道路及び城崎道路に先行して

実施します地籍調査に対する県からの協力金です。 

 歳入の説明は以上です。 

 次に、６１３ページをご覧ください。財産に関す

る調書のうち地籍調査課が保有します物品は、軽四

輪乗用車１台と、事務機械として地籍調査事務支援

システム一式、事業用機械として測量機器トータル

ステーション一式です。 

 地籍調査課の説明は以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。取

りあえず但馬空港の利用促進事業の運賃のところ、

毎年になりますけど、質問させていただきます。補

助率が高くて見直しをと毎年求めさせてもらって

ます。運賃に対する補助率が今どの程度か分かれば

教えていただきたいです。たしか昨年、この決算の

年から補助の仕方が３，５００円と４，５００円、

２種類になったとかいうようなことを前回聞いた

と思いますけど、その辺りのことをもう一度お願い

したいのと、あと、今回補助金が６，３２４万で増

えてる。これは利用者が増えてるから補助も増えた

ということだと思うんですけど、市内の学生へのお

試しみたいなのあるって先ほど言われたと思うん

ですけど、外から来る方へ、観光客なんかは補助が

なかったでしょうか。あるいは、但馬出身の人は何

か補助があったんでしょうか。ちょっとその辺り教

えていただきたいです。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） まず補助率、１点目

なんですけど、今年の４月から、今、委員言われて

ますように、４，５００円と３，５００円、メイン

としては４，５００円がメインで利用されていただ
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いていますけども、利用率としては、ちょっと細か

いところですが、半分ちょっと欠ける、４５％ぐら

いだったと思います、補助率としては。 

 あとは中学生から大学生、専門学校の方まで利用

させていただいてます。これ去年利用者がちょっと

少ないということで、これらを確保するということ

で、１２月の中旬から４月までやってます。結果と

しては、その分に利用された方は４５０人ぐらいで

す。観光客はいませんけども、豊岡に在住の方、そ

れから豊岡出身の方が里帰り、あとはビジネスで泊

まって、京阪神の人が豊岡に来てビジネスするとき

は、その補助の対象になっています。 

○分科会長（田中藤一郎） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。そう

ですね、補助率は４５％がっていう。前は何か補助

の仕方がいろいろあって、それによって、高いのは

５割を超える補助率みたいなんもあったと思うん

ですけど、今は５割は超えてないですかね。分かり

ました。ありがとうございます。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） よろしいですか。 

○分科会長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（浅田  徹） １点だけ。ちょっと気になっ

たのが、これは建設課の３２３ページかな、実は不

用額の関係が気になりました。これは特に交通安全

施設と生活道路排水路の関係の事業費です。この辺

の、例えば、交通安全でしたら防護柵とか区画線と

かいろいろとありますね。ほとんどこれ結構地区要

望が多いかなと思ってます。 

 それから、特に生活道路排水路、これもほとんど

もうこれは市道内の道路水路と。去年ですからあま

り災害もない中で、地区要望っていうのはたくさん

ある中で、やっぱり緊急度とか調整されながら執行

されてると思います。ほかの振興局等はほとんど３

００万等で、全て修繕料で全部きれいに要望に応え

られてるっていうのがあるわけですけど、やっぱり

なかなかここを調整でできなかったら、結構水位も、

言わば緊急度から予算で切っていくところが難し

かったら、次のどんどん玉はいろいろとあると思う

んで、この辺はきっちり、やはり市民からの声とい

いますか、しっかり応えてあげて、予算をしっかり

持って対応してあげてほしいなというふうなこと

は思ってます。その辺、何か使えなかった、もうこ

れは駄目だったという理由があれば、ちょっと教え

ていただきたいなと思います。 

○分科会長（田中藤一郎） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） まずは交通安全のほうな

んですが、これにつきましては、現在の繰越しで緊

急安全点検に基づく整備工事というのをやってい

ます。それが、昨年度につきましては国の補助の決

定をいただいたのがちょっと年度末に近い時期だ

ったもんで、その工事でも一部補助対象にならない

ものだとか、なるものだとかっていうちょっと調整

をいろいろとする必要があったということで、若干

単独費分を残しておったという調整部分があった

ので、そのような関係でスムーズに使えなかったっ

ていう、ちょっと言い訳になっちゃうんですけど、

そういうことがあったのと、あと、生活道路につき

ましては、数件工事があるんですが、どうしてもう

まく工事間でやり取りをすればいいんですが、どう

してもそれぞれ工期が異なる、終わる時期っていう

のが早いもの、遅いものがあったりして、ちょっと

調整がうまくできなかったっていうのが理由です。 

 委員言われますように、基本的には建設課の業務

というのは要望に基づいてやっていく業務がほと

んどですので、できるだけ不用額ないようにってい

うのはこれからも心がけていきたいと思いますの

でというふうに考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 特に、外側線、道路の、ほと

んど結構消えてるとこも多くて、夜間とかやっぱり

危ないという声もたくさん聞きます。当然今みたい

な理由があったということですけど、なるべくこう

いうものは補助、言わばチームの、乗る乗らないは

別として、どんどん先行的にお願いしたいので、要

望しておきます。よろしくお願いします。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほか。 
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○委員（太田 智博） すみません。 

○分科会長（田中藤一郎） 太田委員。 

○委員（太田 智博） ２点お伺いしたいと思います。 

 まず、３１１ページの一番上の内水対策の検討業

務ですね。先ほどの報告では、市街地内部に上陰ポ

ンプということで説明あったかと思うんですけど、

上陰ポンプの今のスケジュール感を分かれば教え

ていただきたいのが１点と、あと、３３７ページ、

老朽化対策の老朽危険空き家除却支援事業、これ３

９９万円でされてるんですけど、もうちょっとどこ

を除却されたかって、再度説明いただけたらありが

たいです。以上２点です。 

○分科会長（田中藤一郎） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 内水対策の上陰のポンプ

ですが、昨年度は概略設計ということで業務を行っ

てまして、場所はご存じかと思いますけど、今はな

いですけど、旧ウエスコの前のポンプですが、今年

度詳細設計を行っています。順調にいけば来年度か

ら事業更新を行って、考えてますのはポンプの容量

ちょっと大きくしたいというふうに今のところは

考えております。以上です。 

○分科会長（田中藤一郎） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 老朽危険空き家の除

却支援事業費ということで、支出しておる、３件ご

ざいます。一つは、旧豊岡市内の庄区、それからも

う一つが日高町太田区、もう１件が日高町水口区と

いうことで３件になります。 

○分科会長（田中藤一郎） 太田委員。 

○委員（太田 智博） ありがとうございました。 

○分科会長（田中藤一郎） それでは質疑を打ち切り

ます。 

 都市整備部の職員につきましては、退席していた

だいて結構です。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。 

午後２時１１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時２０分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開いたします。 

 それでは、第１０２号議案、令和４年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定についてを議題といた

します。 

 第１０２号議案中、当分科会に審査を分担されま

したのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書等についてであ

ります。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いします。 

 なお、説明に当たっては、必要に応じ資料のペー

ジ番号をお知らせください。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、水道課、下水道課の順に説明をお願い

します。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 第１０２号議案、令和４

年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について

のうち、水道関係分についてご説明いたします。 

 歳入歳出決算書２５２ページ、２５３ページをお

開きください。歳出としまして、２５３ページの右

側、備考欄の中段になります。水道事業会計負担金

３億３，０７０万７，７７１０円は、総務省繰り出

し基準等に基づく水道事業会計への負担金で、企業

債への元利償還金に対する負担金や、政策的に料金

を抑えている、いわゆる特別料金に係る差額に対す

る負担金が主なものでございます。 

 続きまして、３４６、３４７ページをご覧くださ

い。同じく歳出といたしまして、３４７ページの右

側、備考欄の中段、負担金１，９８４万６，１８８

円は、水道事業が新設、更新、修繕を行った消火栓

に対する負担金と、消火用水として使用した水道料

金相当額です。その下３つがその内訳となっており

ます。 

 また、同じ備考欄内の下、防災課、負担金６９万

６００円につきましては、繰越事業となった工事で、

更新を行った消火栓に対する負担金でございます。 

 歳入及び財産調書につきましては、該当はござい

ません。 



 35

 水道課からは以上でございます。 

○分科会長（田中藤一郎） 続いて、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 第１０２号議案、令和

４年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、下水道課分の説明をさせていただきます。 

 歳入歳出決算書の２５７ページをご覧ください。

歳出です。一番右側、備考欄の上から３枠目の一番

下、し尿処理費１，２６７万１，５６６円は、下水

道事業会計への負担金として、下水道に接続されて

いない一般家庭等から出たし尿や浄化槽汚泥を、豊

岡市浄化センターで処理するために要した費用で

す。 

 次に、３３５ページをご覧ください。一番右側、

備考欄の上から３枠目、下水道事業会計負担金２４

億９，６１８万７，２７１円につきましては、総務

省繰り出し基準等に基づく下水道事業会計への負

担金として、雨水処理負担金、分流式下水道等に要

する経費、高資本費対策に要する経費などが主なも

のであります。 

 以上、一般会計決算の下水道事業に関係する部分

の説明とさせていただきます。よろしくお願いしま

す。 

○分科会長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 質疑を打ち切ります。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午後２時２１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時２１分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） ただいまから建設経済委員

会を再開します。 

 それでは、第１１１号議案、令和４年度豊岡市水

道事業会計決算の認定についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 第１１１号議案、令和４

年度豊岡市水道事業会計決算の認定についてご説

明いたします。 

 公営企業会計決算書４ページ、５ページをご覧く

ださい。令和４年豊岡市水道事業決算報告書により

説明いたします。 

 収益的収入及び支出でございます。５ページをご

覧ください。上の表の決算額の欄の１行目、収入が

２２億７，９９０万６，８７７円、下の表の決算額

の欄の１行目、支出が２０億９，２３７万８，５０

５円となりました。 

 ６ページ、７ページをご覧ください。資本的収入

及び支出でございます。７ページの上の表の決算額

の欄の１行目、収入が７億５，４３２万９，４７６

円、下の表の決算額の欄の１行目、支出が２１億２，

１７１万９，４９０円となりました。不足分は、表

の下、欄外に記載しておりますとおり、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額と過年度分

損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金

で補填をしております。 

 ８ページ、９ページの損益計算書をご覧ください。

９ページ中段の辺りにありますが、当年度純利益は

９，４７６万１，５５１円で、前年度繰越利益剰余

金と合わせて当年度未処分利益剰余金は１６億２，

５７６万４，９１２円となりました。 

 １０ページ、１１ページをご覧ください。下段の

剰余金処分計算書になりますが、第８２号議案とい

たしまして今議会に提案させていただいておりま

す。明日の委員会で別途説明をさせていただく予定

としております。 

 １４ページ、豊岡市水道事業報告書をご覧くださ

い。 

 総括事項として記載しております総配水量は１，

１７４万１，０００立方メートル、有収水量は９７

３万３，０００立方メートル、有収率は８２．８９％

となりました。建設改良事業では、佐野浄水場の膜

ろ過設備更新に着手したほか、大見塚受水池・配水

池改築事業で大見塚配水池敷地造成工事を実施し

ております。なお、中郷取水場１号ポンプ更新工事

等において、年度内に支払い義務が生じなかった２

億１，９７０万円を翌年度に繰り越すこととなりま
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した。 

 建設改良工事等の内容につきましては、１８ペー

ジから２３ページに記載しておりますので、ご清覧

ください。 

 続きまして、２９ページをご覧ください。キャッ

シュフロー計算書ですが、業務活動、投資活動及び

財務活動によるキャッシュフローに区分して表示

しております。それぞれの末尾に増減を記載してお

ります。業務活動では１０億１，８０３万１，２７

２円のプラス、投資活動では４億２，４６８万２，

９４８円のマイナス、財務活動では３億６４万３，

９３３円のマイナスとなり、令和４年度は２億９，

２７０万４，３９１円の資金増加となりました。 

 ３０ページをご覧ください。収益費用明細書にな

ります。主なものをご説明いたします。 

 水道事業収益は２１億２，０８５万７，６３４円

となりました。このうち営業収益では、水道料金が

１５億１，９０６万５，５４３円、営業外収益では、

一般会計補助金２億３，９３７万４，６３８円、長

期前受金戻入れ２億６，３０４万２，８７３円が主

なものでございます。 

 ３１ページをご覧ください。水道事業費用は２０

億２，６０９万６，０８３円となりました。営業費

用のうち、原水及び浄水費は２億７，８４７万３，

２９６円で、人件費、施設運転管理業務など委託料、

水質検査等の手数料、電気料金、薬品費が主なもの

でございます。配水及び給水費は１億８，３７７万

８，４１０円で、人件費のほか、３２ページに移り

まして、設備保守点検業務などの委託料、施設等の

修繕費、電力料金が主なものでございます。 

 総係費は１億７，７８１万６，９６０円で、人件

費、通信運搬費、料金等賦課徴収業務などの委託料、

水道料金の口座振替などの手数料が主なものでご

ざいます。 

 ３３ページをご覧ください。表の上段辺り、減価

償却費が１１億５１６万７，０８８円、固定資産の

除却に係る資産減耗費が１億１８４万４，８０５円

でございます。営業外費用は、企業債に係る支払い

利息、ダム管理費が主なものです。特別損失は、過

年度料金等の還付などでございます。 

 ４６ページをご覧ください。資本的収支明細につ

いてご説明いたします。 

 資本的収入は７億５，４３２万９，４７６円とな

りました。内訳は、企業債６億６００万円、一般会

計出資金７，０７７万２，４８１円、一般会計負担

金３，５３３万３，９９５円、県補助金４，２２２

万３，０００円。資本的支出は２１億２，１７１万

９，４９０円となりました。建設改良費の工事請負

費は１０億９，２８２万５，９００円で、給配水管

布設替え工事及び施設整備の工事請負費が主なも

のでございます。企業債償還金は、企業債の償還元

金で９億７，６８１万６，４１４円となっておりま

す。 

 水道事業会計決算の説明は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） 管路の比率がずっとだんだん

アップしてきてるんだけど、アップというか上がっ

てきてるんだけども、一方で有収率が今年は改善さ

れとるんだがな。そこら辺の関連は何も、どういう

ふうなことになってるかっていうような分析と、そ

れから、一方、料金回収率がずっと９０％を超えて

たんだけど、今回ちょっと切ってるがな、９１％、

そこら辺、何か原因があったのか、もしよかったら

教えてください。監査委員の監査意見書にもしかし

たら書いてあるか分からないんだけども、もし分か

ったら教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 有収率の向上につきまし

ては、毎年漏水調査を行いまして、漏水箇所の発見

と修繕に努めております。 

 今回、神鍋地域で、中間の配水池から多く漏れて

るのが修繕できたので、そこで数字は大きく改善で

きているというのがございます。老朽化の更新と漏

水修繕に努めて数字等改善できるようにしている

ところでございます。 



 37

○委員（松井 正志） 料金回収率が上がっていると

いう。それ何か特別な要因があったんですか。 

○水道課参事（大谷 賢司） 料金回収率、昨年度、

令和３年度は９２．０３％で、令和４年度は８７．

０１％になってございますけれども、この原因とし

ましては、動力費がかなりかかっておりまして、税

込みで３，９００万円ほど対前年から見たら増えた

ということと、それから、資産減耗費、除却に係る

部分が営業費用でありますので、この分が８，００

０万円ほど上がっておりまして、２つ合わせまして

約１億２，０００万円ぐらいになるんですけども、

有収率っていうんですかね、有収水量が約１，００

０万立米ですので、１億ですから、約１０円給水原

価が上がっておりますので、その費用が影響してい

るように思われます。 

○委員長（田中藤一郎） 松井委員。 

○委員（松井 正志） ということは、水道料金の回

収が悪いっていうことではなくて、他動的な要因で

回収率が下がってしまったということですか。 

○水道課参事（大谷 賢司） そういうふうになって

ございます。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかございますか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、認定すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１１号議案は、認定すべきものと決定し

ました。 

 次に、第１１２号議案、令和４年度豊岡市下水道

事業会計決算の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 第１１２号議案、令和

４年度豊岡市下水道事業会計決算の認定について

説明をさせていただきます。 

 公営企業会計決算書５２ページ、５３ページをご

覧くいださい。収益的収入及び支出です。決算額と

して、収入は、上の表の決算額の欄で、５５億９，

３５０万９，３９０円、支出は、下の表の決算額の

欄で、４８億２，２０８万６２２円になりました。 

 ５４ページ、５５ページをご覧ください。資本的

収入及び支出です。決算額で、収入が３２億６，５

１６万２９３円に対し、下の表で、支出が５７億３，

２０３万６，６９３円となり、不足分につきまして

は、表の下の欄外に記載しておりますとおり、減債

積立金、建設改良積立金等で補填をしております。 

 続きまして、５６ページ、５７ページの損益計算

書をご覧ください。５７ページ中段になりますが、

当年度純利益は６億８，０８５万９，９５５円で、

その他未処分利益剰余金変動額と合わせた当年度

未処分利益剰余金は１２億４，２５４万９，８１０

円となりました。 

 ５８ページ、５９ページをご覧ください。下段の

剰余金処分計算書（案）につきましては、第８３号

議案として今議会に提案させていただいており、明

日の委員会で説明をさせていただく予定です。 

 続きまして、６２ページ、令和４年度豊岡市下水

道事業報告書をご覧ください。 

 総括事項として記載させていただいております

が、令和４年度の総処理水量は９８５万６，０００

立方メートル、うち有収水量は８５０万５，０００

立方メートルで、有収率は８６．２９％となりまし

た。処理区域内人口は７万６，６３２人、下水道事

業全体の普及率は９９．２９％となりました。また、

実際にどれだけの人が水洗化を行っているかを表

す水洗化率は、昨年から０．４８ポイント増の９５．

２４％となっています。建設改良事業につきまして

は、汚水施設整備事業として、施設の効率化を図る

ため、統廃合事業と長寿命化事業を進めてまいりま

した。また、雨水施設整備事業につきましては、内

水による浸水被害の軽減に向けて、福田雨水幹線及

び山田川雨水幹線の整備を進めました。なお、建設

改良事業のうち、１０億６，１５９万６，０００円

を翌年度に繰越しをしております。 
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 工事等の内容は、６５ページから７５ページに記

載しておりますので、ご清覧お願いします。 

 次に、７９ページをご覧ください。キャッシュフ

ロー計算書です。 

 １の業務活動は２４億８，２９４万２，２５３円

の増、２の投資活動は６億３，３８８万２，３１８

円の減、３の財務活動も１４億３，４６８万６，０

１０円の減となり、令和４年度末の資金期末残高は、

２９億７，５４４万１，５７５円となっています。 

 次に、８０ページをご覧ください。収益費用明細

書について、主なものを説明させていただきます。 

 下水道事業収益は５４億１，２９６万２，７０５

円となり、営業収益では、下水道使用料１５億１，

７２１万４，１６７円、雨水処理及びし尿処理に係

る他会計負担金１億４，８７２万６１２円、営業外

収益では、汚水処理に係る一般会計補助金２３億４，

５８８万６，８７１円、長期前受金戻入れ１３億８，

５１４万４，７１１円などが主なものです。 

 ８１ページをご覧ください。下水道事業費用は４

７億３，２１０万２，７５０円となり、営業費用の

管渠費は１億７，６２２万４７０円で、人件費、施

設維持管理業務等の委託料、施設の修繕費、電力料

などが主なものです。ポンプ場費は、汚水の京口中

継ポンプ場と桃島雨水ポンプ場に係る費用として

２，０７５万９，３７２円で、維持管理委託業務等

の委託料、電力料などが主なものです。 

 次に、８２ページをご覧ください。処理場費は６

億９，１８０万９，４６６円で、処理場運転管理や

汚泥処理業務の委託料、機械設備の修繕費、電力料、

薬品費などが主なものです。総係費は１億１，７７

４万９，６３８円で、人件費のほか、使用料徴収事

務負担金などが主なものです。 

 ８３ページをご覧ください。構築物や機械などの

減価償却費につきましては、３１億６，１９７万２，

８８７円、統廃合事業による固定資産の除却に係る

資産減耗費は３，７７８万９，５５６円になりまし

た。営業外費用は５億２，２３９万３，０２０円で、

企業債に係る利子が主なものです。特別損失の３４

０万８，３４１円につきましては、漏水等に伴う使

用料の還付金が主なものです。 

 次に、１１０ページをご覧ください。資本的収支

明細書です。資本的収入は３２億６，５１６万２９

３円となっています。主なものといたしましては、

企業債２２億５，２７０万円、国庫補助金９億９，

２８４万２，８７３円、一般会計繰入金１，３０９

万９，４００円などです。資本的支出は５７億３，

２０３万６，６９３円となっています。建設改良費

の管渠施設事業費は９億１，６００万５，９５９円

で、人件費や統廃合事業に係る業務委託料及び工事

費などが主なものです。処理場施設事業費は１１億

１，６７４万４，７２４円で、人件費や長寿命化対

策事業に係る業務委託料及び工事費が主なもので

す。また、企業債償還金は３６億９，９２８万６，

０１０円となっています。 

 以上、下水道事業会計決算の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 質問させていただきます。企

業債、順調に結構減らしていただいていて、大変あ

りがたいなと思って。また、そうはいっても４００

億円以上まだ残っている。経営のどちらかというと

しんどいのは、このキャッシュフローを見ても５億

１，０００万円ぐらい、このときも支払い利息があ

って、非常に重たいとなってしまいますが、前も、

毎回これ聞くことですけど、古い昔の企業債ってい

うか国からの借金とか借入れとかの部分で、利息が

高いやつがあったじゃないですか。これの早期償還

みたいな話も議会から持ち上げてると思うんです

けども、これに対して今、国の動きはどうなのかな

というのが１点と、逆に、今度は収入の分で、国の

補助はどういう今状況の流れになりつつあるのか、

今後ともしっかりありそうなのか、それこそ少しち

ょっと先細りになってるのか、その辺の感覚をちょ

っと教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） まず起債の早期償還な
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んですけど、言われるように、過去結構高い利率で

借りているやつがあります。現在、昨年だと０．７％

ぐらいで、借りている状況なんですけども、早期償

還については今できない状態にあるということに

なっております。 

 それと、補助金の現状なんですけども、一昨年ぐ

らいまでは補助金、要望額どおりついてました。そ

れがどうも昨年度ぐらいから、下水道事業に限らず

なんですけども、要望額に対して補助金額が少ない

ような状況になっております。今年度でいいますと、

当初の要望額に対して今現在５０％となっていま

す。昨年度も当初、内示率あまりよくなかったんで

すけれども、昨年度途中でまた追加内示等ありまし

て、要望額に対して、最終的には８０％ぐらいであ

ったというような状況です。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 多分、一時期は経営改善みた

いな計画を出していれば早期償還応じるみたいな

こともあったんですけど、もうそういう状態ではな

い、受け付けないという感じなんですね、国は。 

○委員長（田中藤一郎） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、水道事業の

ほうも起債の償還がありますけども、年数は忘れた

んですけども、以前に５％を超えるものについては

繰上償還ができるというところで、５％を超えるも

のについてはそのときに全て償還をさせていただ

いて、やっております。その後は繰上償還制度って

いうものが適用されるのに、水道事業でいいますと、

今、高いもので４．７５というのがあるところで、

このものがございます。今のところ４％を超えたも

のも、あと数年すれば４％以上のものが償還を終え

るというふうにはなっておりますけれども、現在と

してはそういうふうになります。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 分かりました。なので、それ

は理解できますので。国からの補助の状況なんかも、

できれば教えていただきたいなという、今後、いろ

いろな補助ありますから、経営にすごく起因するも

のなんですので、お願いして、これは要望としてお

きます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかございますか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、認定すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１２号議案は、認定すべきものと決定し

ました。 

 それでは、当局の皆さんは退席していただいて結

構でございます。ご苦労さまでした。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午後２時４８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時４９分 分科会再開 

○分科会長（田中藤一郎） それでは、建設経済分科

会を再開します。 

 本日の説明、質疑を行いました第１０２号議案、

令和４年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて、討論に入ります。 

 第１０２号議案について、討論はありませんか。 

 では、須山委員。 

○委員（須山 泰一） 大きな声で言ったほうがいい

ですかね。 

○分科会長（田中藤一郎） 普通でいいです。 

○委員（須山 泰一） 第１０２号議案、決算認定に

ついて、反対の立場で討論いたします。 

 ３月議会予算審議でも申し上げました、コウノト

リ但馬空港の利用促進補助金について、補助率の高

さの検討を求めます。但馬空港開港から３０年近く

になります。就航２年目から一貫して補助率の見直

しを求めてきました。若干補助率が下がったとのこ

とですが、依然として料金の半額近い補助率ではな

いでしょうか。様々な公共交通の中で、バス、鉄道、

イナカー、チクタクなど、生活に密着した公共交通

の充実を求める意味でも、この但馬空港運賃補助率
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の半額近い高い補助率の見直し、引下げを求め、反

対討論といたします。 

 皆さんご存じのとおり、別の委員会において議論

される超過課税の問題もあることから、予算決算委

員会では両方併せての反対討論を行う予定です。よ

ろしくお願いいたします。 

○分科会長（田中藤一郎） 太田委員。 

○委員（太田 智博） 第１０２号議案、令和４年度

豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定についての賛

成の立場から意見をさせていただきたいと思いま

す。 

 コウノトリ但馬空港利用促進の補助率並びに６，

３２４万円の補助額の執行については、豊岡市が将

来にわたり魅力あふれる地域であるためには、交流

人口のさらなる拡大による地域活性化が不可欠で

あり、コウノトリ但馬空港はその基盤インフラであ

り、空の玄関口でもあります。また、公共交通機関

としても価値を高めている、県と但馬地域の自治体

が連携をしながら医療促進を図っているが、空港需

要の拡大を支えるコウノトリ但馬空港利用促進の

補助金は必要であり、空港利用に大きく貢献してい

るとして、従来どおり継続し執行されたもので、適

切な決算であり、認定すべきものと考えます。皆様

のご賛同をよろしくお願いいたします。以上でござ

います。 

○分科会長（田中藤一郎） そのほかございませんか。 

 それでは、討論を打ち切ります。 

 賛成、反対のご意見がありますので、挙手により

採決いたします。 

 本案は、原案どおり可決すべきことに賛成の委員

の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（田中藤一郎） 賛成多数により、第１０

２号議案は、原案どおり認定するものと決定しまし

た。 

 これより分科会審査意見、要望のまとめに入りま

す。 

 第１０２号議案、令和４年度豊岡市一般会計歳入

歳出決算の認定について、分科会審査に係る意見・

要望について、ご発言があればお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 次に、分科会長報告につ

いてでありますが、案文は、正副分科会長に一任願

いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（田中藤一郎） 異議がないようですので、

正副分科会長に一任を願います。 

 以上をもちまして建設経済分科会を閉会いたし

ます。 

午後２時５３分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時５４分 委員会再開 

○委員長（田中藤一郎） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 これより委員会審査意見、要望のまとめに入りま

す。 

 第１１０号議案、令和４年度豊岡市太陽光発電事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、第１１１

号議案、令和４年度豊岡市水道事業会計決算の認定

について、第１１２号議案、令和４年度豊岡市下水

道事業会計決算の認定について、委員会審査に係る

意見、要望についてご発言あれば願います。どなた

かございますでしょうか。 

 須山委員、ありますか。 

○委員（須山 泰一） 料金引上げの前の年に決算で

すね、勘違いしてました。いいです。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございます。 

 それでは、なしということでよろしいでしょうか。 

 次に、委員長報告についてでありますが、案文は、

正副委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 異議がないようですので、

正副委員長に一任願います。 

 次の委員会は、明日２０日水曜日、午前９時３０

分から、この第３委員会室にて行います。審査日程

表に従いまして、報告第１１号専決第１０号から順

に説明、質疑、討論、表決を行います。 
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 誠に申し訳ございませんけれど、ちょっとあした、

私、葬儀のために欠席いたしますんで、皆様に大変

ご迷惑かけますけれども、また皆様方のご協力をい

ただいて、お願いをいたします。 

 その他、委員の皆さんのほうから何かございます

でしょうか。 

 私のほうから、実は先日来からちょっと聞いてま

して、１０月１６日、朝来市の建設経済委員会さん

と意見交換会について、朝来市のほうからもちょっ

とどういうテーマでやりましょうかというふうな

議題のほうも来ておりまして、やはりちょっといろ

んなテーマを持っていろいろな意見交換をしたほ

うが効率的であるかなというふうに思いますので、

もし今ちょっとでもいいんで、意見があれば言って

いただければよろしいですし、できましたら今月中

にはまとめて、そういった意見調整もしていきたい

なというふうに思いますので、もしちょっと、あっ、

こんなんがあればというのがありましたら。別に今、

強制的ではないです。後日、正副でもいいですし、

事務局のほうにもどういうもの、テーマどうかなと

いうふうなものがあればというふうに思いますん

で。そうしたら、ちょっとメールのほうで皆さん終

わるまでに正副か伊藤さんのほうにメールにてお

知らせください。 

 そのほかありますか。 

 ないようでしたら、以上をもちまして、建設経済

委員会を閉会いたします。ご苦労さまでした。 

午後２時５８分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


